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特集号
健幸都市

Health and Wellness
City IIZUKAいいづか健幸ポイント

5,000人以上が参加中！

新規参加者、大募集！！
初めて参加する方は、説明会への参加が必要です。

説明会日時
5月18日日
5月19日月
5月20日火

5月21日水

5月22日木
5月23日金

5月24日土

10：30～12：00
市役所本庁

筑穂交流センター
市役所本庁

飯塚片島交流センター
庄内交流センター
幸袋交流センター

ゆめタウン
穂波交流センター

14：00～15：30
市役所本庁

二瀬交流センター
市役所本庁

飯塚市総合体育館
鎮西交流センター
頴田交流センター

飯塚東交流センター

ー

20歳以上の飯塚市民で、定期的にデータ送信をできる方
※団体申請の場合は市外在住者可（詳しくは健幸保健課までお問い合わせください）
令和7年4月11日金～5月15日木

健幸保健課へ電話（☎0948-96-8614）でお申し込みください。

500人　　　　▶参加費　無料

▶対象者

▶申込期間

▶申込方法

▶募集人数

▶対象団体

▶申込方法  

▶参加方法が選べます！

託児があります！ご希望の方は
申込時にお伝えください。

データ送信が簡単！
＼おすすめ／

事業所は「健康経営」の一環として、地域は「地域の健康づくり」として「会社
ぐるみ」「地域ぐるみ」で参加しませんか。仲間と一緒に参加することで、より
楽しみながら健康づくりにつなげることができます。

飯塚市内で運営している企業・自治会・サークル 
10名以上から (10名未満の場合はご相談ください) 市外在住者可 
代表者様よりご連絡ください。 
説明会の出張対応も行っていますので、 お気軽に相談ください。 

団体での参加も歓迎します! 

専用アプリをインストールして
使用します。いつでもどこから
でも歩数データの送信が可能で
す。ログインID・パスワードは
説明会でお知らせします。 

1人1台、お貸しします。市が指
定する拠点またはコンビニ（ロ
ーソン・ミニストップ）からの
データ送信が必要です。

①スマホアプリ ②活動量計

※活動量計とは? 
　歩数だけでなく、消費カロリーなども記録できる手のひらサイズの機器 
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現在ご参加いただいている皆様には取扱い変更でご迷惑をおかけしますが、
何卒ご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

貯まったポイントを500円単位で商品券などの景品に交換できます。

貯まったポイントに応じて、抽選で商品券などの景品を贈呈します。

令和6年度（前年度）までは最大5,000ポイントを商品券などの景品と交換することができましたが、
令和7年度（今年度）からは最大3,000ポイントまでに変更となります。

＼ご注意ください！／

上限が3,000ポイントに変わります

参加4年目から抽選での景品贈呈に変わります

令和５年度以前に参加した方は、令和８年度から抽選での景品贈呈になります

今年度から、いいづか健幸ポイントの
一部の取扱いが変更となります

変更点❶

変更点❷

令和７年度（今年度）までは、今までどおり景品に交換できます

参加して3年間

参加4年目から

令和７年度
（今年度） 令和８年度令和６年度

令和5年度
以前の参加者

令和6年度
参加者

一定期間データ送信が確認できなかった参加者様については、活動量計などがご利用できなくなる
場合があります。参加を継続する方は、最寄りのデータ送信拠点でデータの送信を行ってください。

何年度に参加したか
分からない方は、
健幸保健課に

お問い合わせください

令和7年度
参加者

景品交換期間
令和7年度まで

景品交換期間
令和6～8年度

景品交換期間
令和7～9年度

景品交換期間終了後は
抽選で景品を贈呈！

令和９年度 令和10年度

●問合せ・申込先　健幸保健課　健幸都市係　☎0948-96-8614

しばらくデータ送信をしていない参加者様へZZZ
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いいづか健幸ポイントのしくみ

1日８,000歩を続けるとどうなる？

❶持ち歩く ❷データを送信する ❸ポイントがたまる
スマホや活動量計を毎日
身に着け、健康維持のた
めに歩きましょう

歩数データをスマホ
アプリ上または専用
機器で送ります

送ったデータ等に応じてポイ
ントがたまり、景品と交換で
きます！（※1）

＼年間最大3,000ポイント／

歩数だけでなく、こんな健康づくりでもポイントがもらえます！

体組成計（※2）に乗る 検（健）診を受診 健康づくり教室
・イベントに参加

歩数を増やす
月１回測定をする事で体の
変化に気づき、やる気アッ
プ！体重や筋肉量を適正に
保つことで、さらにポイン
トがもらえます。

市の集団検診（がん検診・
特定健診）、職場の健康診
断や人間ドック、歯科検
診、妊婦検診などを受診す
る。

1日８,000歩を歩き、そのう
ち軽く息が上がる程度の中強
度の歩行（速歩きなど）を
20分程度行うと、多くの病
気・病態を予防できること
がわかっています。

まずは毎日の生活の中でプラ
ス10分（約1,000歩）歩く
時間を増やし、無理せずに1
日8,000歩達成を目指してみ
ましょう！

市の各種健康教室やイベン
トに参加する。

歩く歩数を一定以上増やし
たり、推奨歩数を維持する
など。

※2体組成計とは…体重・体脂肪率だけでなく、筋肉量やBMIなどを計測することのできる機械です。

※1令和8年度からは、参加4年目以降の方は抽選での景品交換となります。

●問合せ・申込先　健幸保健課　健幸都市係　☎0948-96-8614

0

うつ病を予防

１
日
あ
た
り
の
中
強
度
の
歩
行
時
間

1日あたりの歩数

30分

20分

15分

7.5分

5分

4,000歩 5,000歩 7,000歩 10,000歩8,000歩

8,000歩
（うち中強度の歩行20分）

高血圧・糖尿病
脂質異常症を予防

メタボリック
シンドロームを予防

動脈硬化・一部のがん
骨粗しょう症を予防

脳卒中・心臓病・認知症
要介護を予防
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個別運動プログラム教室

無料体験会無料体験会

健幸ポイント
参加者対象

個別運動プログラムでどんな運動をするか分からない
という方のために、無料体験会を開催します！

40歳以上の飯塚市民でいいづか健幸ポイント参加
者、もしくは新規で参加できる方で、医師から運動
制限をされていない方（医師の許可が必要な場合が
あります）
令和７年6月～10月（おおむね月４回×5か月）

7,500円（5か月分）

令和７年4月11日金～5月7日水
※応募多数の場合は抽選となります。

健幸保健課へ電話（☎0948-96-8614）でお申し込
みください。
動きやすい服装・室内用シューズ

▶対象者

▶教室期間

▶料金

▶申込期間

▶申込方法

▶持ち物

▶申込期間
▶申込方法
▶持ち物

令和７年４月11日金～4月21日月　※定員になり次第締め切ります。
健幸保健課へ電話（☎0948-96-8614）でお申し込みください。
動きやすい服装・室内用シューズ

年齢を重ねるごとに筋肉はどんどん衰えていきます。ウォーキングの健康増進効果は大きいものの、それだ
けでは筋肉の衰えを防ぐことはできません。本教室では一人ひとりの体力に合わせた運動プログラムを作成
し、安全で効果的なステップ運動や筋力トレーニングを行っています。個人ごとに適した強度で運動できる
ので、体力に自信がない方も安心してご参加いただけます。

申込
記号
A
B
C

申込
記号
ア
イ
ウ

会場

健幸プラザ
飯塚市総合体育館
飯塚市総合体育館

日程

4月22日火
4月23日水
4月23日水

時間
（60分）
13：00
10：00
13：30

定員
（人）

20
25
25

会場

健幸プラザ
飯塚市総合体育館
飯塚市総合体育館

曜日

火
水
水

時間
（90分）
13：00
10：00
13：30

定員
（人）

20
25
25 ▲自分の体力に合わせて運動できます。

▲令和6年度個別運動プログラム前期参加者

66.4 
62.7 61.2 

71.3 71.6 71.7 

体力年齢の若返り

体力年齢 実年齢

約5歳の
若返り！

体力年齢9歳若返り！体力年齢16歳若返り！

～吉中康さん・幸子さん夫妻～

　妻と一緒に参加しました。これまでは自
分でウォーキングなどしていたのですが、
なかなか続きませんでした。
　今回、教室に参加し、適切なアドバイス
をいただき、ストレッチやウォーキングも
継続してできるようになりました。
　体力年齢も若返り、励みになっていま
す。これからも健康維持・増進のため運動
を続けたいと考えています。

　運動を始めたいと思っていたところ、退
職を機にこの教室に参加しました。
　教室で習ったストレッチや筋トレを実践
することで股関節の痛みが軽くなり、普段
から歩くことも増えました。週1回の教室
ですが、とても面白く、楽しみながら参加
しています。これからも運動を続け、近い
将来、球技などのスポーツにもチャレンジ
したいと考えています。

幸子さん康さん
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健幸づくり
け 　 ん 　 　 こ 　 う

健幸／個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心して豊かな生活を営むこと。
　　　飯塚市は健幸都市をめざしています。

 健康相談
●と　き／ 4 月 16 日水・5 月 21 日水
　　　　　13 時半～ 15 時　
●ところ／飯塚市役所本庁 1 階多目的ホール
●内　容／血圧測定・血管年齢測定・保健師による
　　　　　健康相談（※予約不要）

 歯周病検診を実施しています
　歯周病は早ければ 30代から進行し、歯周病になるまでに
10年程度を経て症状が現われます。歯周病にかかっている
人は年齢とともに増加し、40歳代で 4割を超え、60歳代で
は 6割に達します。
　また、歯周病は、歯を失う大きな原因になるだけでなく、
様々な全身の病気と関連があることが明らかになっておりま
す。生涯にわたって歯・お口の健康を保つためには、歯科医
院での定期的なチェックが必要です。飯塚市では歯周病の
早期発見のため歯周病検診を実施しております。少なくとも
年に 1回はかかりつけ歯科医院で歯と口の健康をチェック
し、生涯自分の歯で健やかに過ごしましょう。
●対象者／令和 7 年度に以下の年齢になる方
　40 歳 ( 昭和 60 年 4 月 2 日～昭和 61年 4 月1日生まれ )
　50 歳 ( 昭和 50 年 4 月 2 日～昭和 51年 4 月1日生まれ )
　60 歳 ( 昭和 40 年 4 月 2 日～昭和 41年 4 月1日生まれ )
　70 歳 ( 昭和 30 年 4 月 2 日～昭和 31年 4 月1日生まれ )
　※対象者には、4 月下旬までに受診券を郵送します。
●受診回数／1 回
●検診内容／問診・お口の検査・結果説明・歯とお口の健
　　　　　　康を保つための指導
●受診方法／飯塚市歯周病検診実施歯科医院で事前に予約
　　　　　　してから受診してください。
　　　　　　※受診できる歯科医院の一覧は、受診券に同
　　　　　　　封しています。
●検診料金／ 500 円
　　　　　　※生活保護世帯の方は医療カードの提示、非
　　　　　　　課税世帯は世帯全員が非課税であることが
　　　　　　　確認できる証明書の提出で無料になります。
　　　　　　※検診受診後に治療を受ける際は別に治療費
　　　　　　　が必要になります。
●検診期間／令和 8 年 3 月 31日まで

 特定健診を受診しましょう
　4月下旬に対象者へ受診券（黄色）を発送します。詳細に
ついては、同封のチラシをご確認ください。
●対象者／ 40 歳～ 74 歳の飯塚市国民健康保険加入者
●受診期間／令和 7 年 5 月 1 日木～
　　　　　　令和 8 年 1 月 31 日土

 血管いきいき教室
 ～血管を若々しく保つために～
＊3 回シリーズの教室です。
●と　き／①5 月 15 日木　②5 月 29 日木
　　　　　③6 月 12 日木
　　　　　10 時～ 11 時半　
●ところ／穂波支所 102 会議室
●内　容／血管年齢測定・血液検査データの見方・
　　　　　食事についての話・プチ体力測定など
●参加費／無料　　●定　員／ 15 名
●持参品／健康診断結果・筆記用具
●申込開始／ 4 月 22 日火 

 高齢者を対象とした帯状疱疹ワクチンの
 定期予防接種がはじまります
　対象者には、4 月にお知らせを郵送します。
●対象者／飯塚市に住民票のある方で、①～③のいずれかに該
　　　　　当する方
　①令和 7 年度に65 歳になる方
　②令和 7 年度に以下の年齢になる方
　　70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳
　　※100 歳以上の方は、令和 7 年度に限り全員対象
　③60 ～ 64 歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障
　　がいにより身体障がい者手帳1級相当の障がいがある方

●ワクチンの種類と接種回数、自己負担額

～ご注意ください～
※対象者は年度ごとに異なるため、対象者の方が接種費用の助成を受
　けられるのは該当年度の1年間のみです。（生涯に１度限り）
　対象のうちに接種をお済ませください。
※生活保護世帯の方は医療カードの提示、非課税世帯は世帯全員が非
　課税であることが確認できる証明書の提出で無料になります。

※相談・教室等に参加される方は、マスク着用の上、お越しください。また、当日体調の悪い方は、参加をお見合わせください。
※定員のあるものに関しては、定員になり次第締切となります。

【申込み・問合せ先】
 健康相談・教室・歯周病検診　等
健幸保健課　健康づくり係　忠隈 523 番地
☎0948-96-8613　FAX：0948-25-8994
 特定健診・若年者健診
健幸保健課　特定健診係　忠隈 523 番地
☎0948-24-4002　FAX：0948-25-8994
 予防接種
健幸保健課　地域保健係　忠隈 523 番地
☎0948-96-8615　FAX：0948-25-8994

ワクチンの種類
接種回数
1回あたりの自己負担額

生ワクチン
1回接種
2,500 円

組換えワクチン
2 回接種
6,500 円

歯周病は放っておくと怖い病気です。
将来の歯の健康のために、定期的に
歯周病検診を受けましょう。



07 IIZUKA 2025.4 No.229

休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、（消）…消化器科、

（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、（呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、
（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、 （肛）…肛門科、 （眼）…眼科、（産）…産婦人科、 （婦）…婦人科、 （ア）…アレルギー科、（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または飯塚医師会の
ホームページをご覧いただくか、医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

４月 6日
日

４月 13日
日

４月 20日
日

４月 27日
日

４月 29日
火・㊗

5月３日
土・㊗

5月４日
日・㊗

5月５日
月・㊗

5月 6日
火・振

飯塚市鯰田 2517-201
弥永内科小児科医院

( 内 )( 小 )
0948-24-8680

飯塚市菰田西 1-6-24
あい内科・消化器科クリニック

( 内 )( 消 )
0948-22-0703

飯塚市吉原町 537
いいづかこども診療所

( 小 )
0948-80-5630

飯塚市飯塚 18-27
大庭医院

( 内 )( 小 )( 循 )
0948-22-1009

飯塚市口原 1061-1
頴田病院

( 総 )
0948-92-2131

飯塚市目尾 1256-14
坂本医院

( 内 )( 小 )( 皮 )
0948-21-0076

飯塚市伊川 406-1
野見山医院

( 内 )( 小 )( 消 )
0948-22-8668

飯塚市飯塚 19-20
松浦医院

( 内 )
0948-22-3657
飯塚市庄司 36-5

まつなり医院
( 内 )( 小 )

0948-22-0643

飯塚市立岩 1049-11
新飯塚駅内科

( 内 )( リ )( 糖内 )
0948-26-2018

飯塚市柏の森 946-6
新飯塚診療所

( 内 )
0948-22-2680

飯塚市新飯塚 21-21
そばしま内科循環器科

( 内 )( 循 )
0948-26-9900
飯塚市新飯塚 5-7

中野医院
( 内 )( 消 )

0948-22-3283
飯塚市西町 1-4

なかしま内科・糖尿病・
腎クリニック ( 内 )
0948-22-8811

飯塚市吉原町 6-1 あいタウン 3Ｆ
小川内科・循環器内科

( 内 )( 循内 )
0948-22-2010
飯塚市宮町 1-8
梶原クリニック 

( 内 )( 脳 )
0948-24-2312

飯塚市有井 355-12
兼田循環器内科医院

( 内 )( 循 )
0948-82-3456

飯塚市上三緒 889-1
西田内科クリニック

( 内 )
0948-24-8555

飯塚市川津 405-1
泌尿器科Ｃ.Ｕ. クリニック

( 泌 )
0948-23-1249

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市菰田西 2-7-33
鰺坂皮膚科

( 皮 )
0948-22-0236

飯塚市柏の森 1-46
飯塚東耳鼻いんこう科

( 耳 )
0948-43-8191

飯塚市柏の森 92-103
石川クリニック

( 脳 )
0948-22-0019

飯塚市枝国長浦 666-48
前田眼科クリニック

( 眼 )
0948-43-3558

飯塚市本町 1162-8
長谷川整形外科医院

( 整 )
0948-23-0035

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

飯塚市吉原町 10-6
青山外科医院

( 外 )( 整 )
0948-22-0212

嘉穂郡桂川町土師 2361-8
大村内科医院
( 内 )( 消内 )

0948-65-0016
嘉穂郡桂川町土師 2199-11

きはら内科消化器科医院
( 内 )( 消 )

0948-20-9015
飯塚市太郎丸 742

穂波整形外科
( 整 )

0948-25-0066
飯塚市天道 415-1

田中医院
( 内 )( 小 )

0948-22-1850
飯塚市平塚 88-2
塚本クリニック
( 内 )( 外 )( 消 )
0948-72-4388

嘉穂郡桂川町瀬戸 148-1
桂川腎クリニック

( 腎 )
0948-26-8080

飯塚市楽市 141-2
徳永眼科医院

( 眼 )
0948-25-0011

飯塚市楽市 243-11
三宅脳神経外科病院

( 脳 )
0948-25-5050

飯塚市高田 972-1
青山医院

( 内 )
0948-22-6328

嘉麻市鴨生 22-5
いわみハートクリニック

( 内 )( 循内 )
0948-42-0326

嘉麻市下臼井 1082-115
大塚内科クリニック

( 内 )( 小 )
0948-62-5757

嘉麻市上山田 1440-7
山田の大塚医院

( 内 )( 外 )
0948-52-0871

嘉麻市漆生 1579-1
大森外科医院

( 外 )
0948-42-0606

嘉麻市中益 420-1
鎌田病院
( 内 )( 外 )

0948-57-3522
嘉麻市牛隈 2510-4

健康リハビリテーション
内田病院 ( 内 )

0948-57-3268
嘉麻市漆生 1603

金丸医院
( 内 )

0948-42-0035
嘉麻市上山田 1237

嘉麻赤十字病院
( 内 )( 小 )( 外 )
0948-52-0861

嘉麻市口春 744-1
社会保険稲築病院

( 内 )
0948-42-1110

【飯塚市立病院よりお願い】
※初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。
※正確な薬剤情報や特定健診情報を取得・活用することができる、マイナ保険証の利用にご協力をお願いいたします。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：春も感染症にご注意を！

　今シーズンのインフルエンザA型は、警報レベルをはるか
に超える感染状況でした。
　現在はピークを過ぎ、減少していますが、これからの季節
も感染症には注意が必要です。
　では、どのような感染症に気をつければよいのでしょう
か。まずひとつは、インフルエンザA型が落ち着いた後に流
行し始めるインフルエンザB型があります。
　インフルエンザB型の特徴は、A型に比べて進行が緩やか
で、感染してから発症するまで1～4日間と言われており、発
症後、7日間くらいは他の人に感染させる恐れがあります。症
状としては、37.5度以上の発熱や頭痛、のどの痛み、咳、鼻
水などが表れ、腹痛や下痢などの消化器症状を伴うことも
あります。
　次に、急性胃腸炎を引き起こす感染症として、ノロウイル
スやロタウイルスなどもあります。子どもや高齢者は重症化
しやすく、脱水になりやすいため医療機関の受診をおすすめ
します。

　これらの病気の家庭内感染を防ぐためには、以下の予防
策が効果的です。

・帰宅直後の手洗いとうがい
・人混みでのマスクの着用
・室内の換気と適度な湿度管理

　春の暖かな気候の中でもウイルスは存在しています。元気
に春を過ごせるよう感染予防策を引き続き行っていきましょ
う。

飯塚市立病院 
感染管理　　
認定看護師　

伏貫 智恵
ふしぬき　 ち   え
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令和 7 年度　介護予防教室のお知らせ
令和７年度の介護予防教室の参加者を募集します。

対　象：飯塚市に住民登録のある人で全回参加可能な方　参加費：無料（送迎はありません）
①筋力アップ教室（65 歳以上の人）・ 定員25人程度 ・ 申込は先着順ではありません。
★ストレッチや有酸素運動、筋力トレーニングをして足腰を鍛え、運動習慣をつける教室です。
※医師からの運動制限を受けている人は参加不可　 高齢者支援課 高齢者支援係 ☎0948-22-5506

健幸保健課の実施しているロコトレ教室（ロコモティブシンドローム予防のための運動教室） 
との重複申し込みはできません。
※より多くの方に運動実践の機会を提供したいと考えています。ご理解・ご協力の程お願いします。

会場

庄内交流センター

筑穂保健福祉総合センター
鯰田交流センター
頴田交流センター
立岩交流センター

二瀬交流センター

穂波交流センター
幸袋交流センター

飯塚東交流センター
穂波福祉総合センター
飯塚片島交流センター

菰田交流センター
鎮西交流センター

会場
庄内交流センター

筑穂保健福祉総合センター
鯰田交流センター
頴田交流センター
立岩交流センター

二瀬交流センター

幸袋交流センター
飯塚東交流センター

穂波福祉総合センター
飯塚片島交流センター

菰田交流センター
鎮西交流センター

曜日
金
木
木
金
金

月

火
月
月
木
木
火

時間
10時～11時
10時～11時

13時半～14時半
13時半～14時半

10時～11時
9時半～10時半

10時 40分～11時 40分
10時～11時
10時～11時

13時半～14時半
13時半～14時半

10時～11時
10時～11時

初回
6月 20日
6月 5日
6月 5日
6月 6日
6月 6日
6月 2日
6月 2日
6月 10日
6月 9日
6月 9日
6月 12日
6月 12日
6月 3日

回数

全 12回
（概ね月

2回）

申込日

5/12月から
受付開始
※詳細は、

「広報いいづか
5月号」

にてご案内
します。

（健幸保健課
健幸都市係）

曜日
木
月
金
月
火
水
水
木
水
金
金
金
火
火
水

初回
5月 8日
5月 12日
5月 9日
5月 12日
5月 13日
5月 14日
5月 14日
5月 15日
5月 14日
5月 16日
5月 16日
5月 16日
5月 20日
5月 20日
5月 21日

回数

全 20回
（概ね月

2回）

申込期間

4/8火～4/22火

4/11金～4/25金

時間
10時～11時半
10時～11時半
14時～15時半
14時～15時半
10時～11時半
14時～15時半
10時～11時半
14時～15時半
10時～11時半
10時～11時半
10時～11時半
14時～15時半
10時～11時半
14時～15時半
10時～11時半

A
B

A
B

A
B

※ロコトレ教室（40歳以上の人） 定員：30～50人程度　健幸保健課 健幸都市係 ☎0948-96-8614

運　動
①
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②脳元気教室（65歳以上の人） ・ 定員25人程度 ・ 申込は先着順ではありません。
★音楽や体操を通して楽しく脳を刺激し、軽度認知障害（MCI）を予防するための教室です。
※軽度認知障害（MCI）とは、認知症の前段階であり、軽い記憶障害があっても日常生活に支障のない
　状態です。この時期に適切な対処をすれば、認知症への移行や悪化を予防できると言われています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高齢者支援課 高齢者支援係 ☎0948-22-5506

③フレイル予防教室（65歳以上の人）・定員10～25人程度・申込は先着順ではありません。
★フレイル予防のお話、笑いヨガやコグニサイズなどを通してフレイル予防に取り組む教室です。

会場
菰田交流センター

筑穂保健福祉総合センター
頴田交流センター
鯰田交流センター

飯塚片島交流センター
立岩交流センター
鎮西交流センター
庄内交流センター
幸袋交流センター

飯塚東交流センター
二瀬交流センター
穂波交流センター

会場
鎮西交流センター
庄内交流センター

筑穂保健福祉総合センター
飯塚東交流センター
鯰田交流センター
菰田交流センター
穂波交流センター

穂波福祉総合センター
頴田交流センター

飯塚片島交流センター
立岩交流センター
幸袋交流センター
二瀬交流センター

曜日
火
水
水
金
水
木
木
水
木
木
火
水
火

時間
10時～正午
10時～正午
10時～正午
14時～16時
14時～16時
14時～16時
10時～正午
10時～正午
10時～正午
14時～16時
14時～16時
14時～16時

10時～11時半

初回
5月 13日
5月 14日
5月 14日
6月 6日
6月 11日
6月 26日
7月 24日
8月 27日
8月 28日
9月 4日
9月 9日
9月 10日
10月 7日

回数
全 14回
全 16回
全 14回
全 10回
全 13回
全 10回
全 13回
全 13回
全 14回
全 14回
全 14回
全 12回
全 11回

申込先
鎮西地域包括支援センター
（☎0948-24-0033）

庄内地域包括支援センター多田の里
（☎0948-82-0410）
筑穂地域包括支援センター

（☎0948-72-3155）
地域包括支援センター太陽の郷

（☎0948-21-2828）
地域包括支援センターベスト・シルバー飯塚

（☎0948-22-5566）
地域包括支援センター太陽の郷

（☎0948-21-2828）
穂波東地域包括支援センター
（☎0948-26-6761）

穂波西地域包括支援センターつばき苑
（☎0948-23-8124）

頴田地域包括支援センターかいた苑
（☎0948-92-4552）

地域包括支援センターくぬぎ苑
（☎0948-25-0001）

地域包括支援センターくぬぎ苑
（☎0948-25-0001）

幸袋地域包括支援センターいずみ苑
（☎0948-21-1777）

二瀬地域包括支援センターコスモス苑
（☎0948-21-5511）

曜日
月
火
木
金
月
水
金
木
金
火
水
木

時間
14時～15時半
10時～11時半
14時～15時半
14時～15時半
14時～15時半
10時～11時半
14時～15時半
14時～15時半
10時～11時半
10時～11時半
10時～11時半
10時～11時半

初回
5月 12日
5月 13日
5月 15日
5月 16日
5月 19日
5月 21日
5月 23日
8月 28日
9月 5日
9月 9日
9月 17日
9月 18日

回数

全 11回
（概ね月

2回）

申込期間

4/8火～4/22火

4/11金～4/25金

7/7月～7/28月

8/8金～8月 22日金

～申込み・問合せ先～
①②筋力アップ教室・脳元気教室
　　　　　　　　　　高齢者支援課　高齢者支援係 ☎0948-22-5506 FAX ：0948-25-6214
③フレイル予防教室　各地域包括支援センター（日程表に記載しています）
※ロコトレ教室　　　健幸保健課　健幸都市係 ☎0948-96-8614

脳　活

フレイル
予防教室

②

③
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　今年で 41 回目の開催を迎える「飯塚国際車いすテニス大会」が 4 月15 日から20 日の 6 日間、いいづかスポー
ツリゾート、県営筑豊緑地のテニスコートを会場に開催されます。
　この大会は、アジアで唯一、国際テニス連盟（ＩＴＦ）公認の車いすテニスツアー「スーパーシリーズ」として、
毎年世界のトップ選手のハイレベルな戦いが繰り広げられています。ぜひ会場で選手への熱い声援をお願いします。

　山王山古墳は西徳前にあり、標高約４０ｍの丘陵上に立地しています。規模は径約２０ｍの円
墳で、築造時期は６世紀末から７世紀と考えられます。平成２１年度に発掘調査を実施し、敲打
技法（こうだぎほう）を用いた装飾古墳とわかり、平成２７年に県史跡に指定されました。今回
の特別公開では、通常公開していない装飾がある石室内部も見学することができます。

天皇杯・皇后杯　第４1 回飯塚国際車いすテニス大会
（Japan Open 2025・Iizuka Open 2025）開幕

山王山古墳を特別公開します！

【問合せ】〒820-0011 飯塚市柏の森 6-1 飯塚国際車いすテニス大会事務局
　　　　☎0948‐25‐7144　FAX0948‐25‐7520

石室装飾

さ ん の う ざ ん

日　　時：4月19日土
　　　　　10時～、14時～（全２回）
集合場所：勝盛公園駐車場（片島１丁目７）

※現地には駐車場がありませんので、
　上記の時間に集合後、現地に向かいます。
※事前予約は必要ありません。

問 合 せ：飯塚市歴史資料館（☎0948-25-2930）



※申込期限前でも、定員になり次第、参加の申込受付を終了させていただきます。
※詳しくはエコ工房ホームページ（http://eco-kobo.com）をご覧ください。
●申込み・問合せ　飯塚市リサイクルプラザ エコ工房　飯塚市吉北 118‐2（☎/Fax 0948‐22‐5679）
※休館日（毎週月曜日・毎月第三日曜日）　　受付時間（am10:00 ～ pm5:00）

エコ工房　4月・5月環境教室案内
（募集人数や持参品、対象年齢等の詳細は下記までお問合せください。）
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4月12日土
10時～正午
4月13日日
10時～正午
4月19日土
10時～正午
4月25日金
10時～正午
4月29日火
10時～正午
5月11日日
10時～正午

日　時

バードコール作り

自然体験プログラム
「いいねん！」

紙漉き教室

クラフトバンドの
リース作り

水生生物観察会

自然体験プログラム
「いいねん！」

教室名 内　容

剪定木でバードコールを作りましょう。

鳥羽公園でいきものさがし！

牛乳パックをリサイクルしてハガキを
作りましょう。
紙製のクラフトバンドで可愛いリース
を作りましょう。
エコ工房近くの庄司川で水生生物を
観察しましょう。

サンビレッジ茜でいきものさがし！

定員

10

30

10

10

10

30

1個
200円

無料

1回
200円
1個
700円
1人
100円

無料

材料費
（参加費含む）

4月8日
火

4月11日
金

4月15日
火

4月18日
金

4月24日
木

5月9日
金

申込期限

おもちゃの交換会＆子供服交換会　5月 4日日　10時～正午
まだ遊べるけどあきちゃったおもちゃ、まだ使えるけどサイズがあわない子供服を交換しましょう。

※おもちゃと子供服のポイントは別です。（おもちゃで子供服は交換できません。）おもちゃの持込は 10点まででお願いします。

シェアデイ（第三金曜日は分け合う日）　4月18日金　9時～15時　※詳細はお電話でお問せください。

環境コラム 狂犬病予防注射について
●そもそも狂犬病ってどんな病気？
　狂犬病は犬だけではなく、人にも感染する人と動物の共通感染症です。発
　症すれば治療法はなく、　ほぼ 100パーセント死亡する病気です。現在日本
　では、狂犬病の発生はありません。
　しかし万が一、日本国内に狂犬病が侵入した場合に、そのまん延を防止する
　ためにも、年に1回の狂犬病予防注射が義務付けられています。

●どこで接種できますか？
　毎年4月に各公民館等で実施する狂犬病予防集合注射
　または各動物病院で接種できます。

●亡くなった飼い犬宛に通知が届いた場合
　犬が死亡した場合は、犬の登録情報を変更する必要が
　ありますので手続きをしてください。
　二次元バーコードから死亡届の電子申請も可能です。

環境整備課　☎0948-22-5502

犬の死亡届
電子申請はこちら　

飯塚市ホームページ
狂犬病予防集合注射
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令和７年４月から市役所の組織が変わります　～　一部変更のお知らせ　～
令和７年度の組織について、下記のように部・課を再編します。　　（※）は新設

変　更　内　容
変　更　前 変　更　後 内　容

総務部
　秘書課
　　秘書係
行政経営部
　総合政策課
　　企画政策担当　企画係
　　シティプロモーション推進室　シティプロモーション推進担当

総務部
　契約課
　　工事契約係　物品契約係

行政経営部
　業務改善・ＤＸ推進課
　　デジタル戦略係　経営改革係

行政経営部
　行政管理課（※）
　　行政管理担当

市民協働部
　人権・同和政策課
　　人権・同和対策係　人権・同和啓発担当

市民協働部
　人権・同和政策課
　　人権・同和対策係　人権・同和啓発担当
　　人権啓発センター整備担当（※）

行政経営部
　契約課
　　工事契約係　物品契約係

総務部
　企画政策室（※）
　　企画政策担当　企画係　秘書係
　　シティプロモーション推進担当

○総務部に「企画政策室」を新設するとともに、「総
　務部秘書課」及び「行政経営部総合政策課」を廃
　止し、それぞれの課の業務を同室に移管します。

○「契約課」を「総務部」から「行政経営部」に移管
　します。

○人権・同和政策課に「人権啓発センター整備担当」
　を新設します。

経済部
　経済政策推進室
　　企業誘致担当
　　　企業誘致（企業誘致）担当　企業誘致（工業団地）担当
　　産学振興担当
　　　産学振興担当　新産業創出担当
　　雇用促進担当
　　　雇用促進担当

経済部
　企業誘致推進課（※）
　　企業誘致担当　工業団地担当
　産学振興課（※）
　　産学振興担当　新産業創出担当　雇用促進担当

○経済部に「企業誘致推進課」及び「産学振興課」　
　を新設するとともに「経済政策推進室」を廃止し、
　同室の業務をそれぞれの課に移管します。

経済部
　商工観光課
　　商工係　観光係　経済対策担当

経済部
　商工観光課
　　商工係　観光係　経済データ分析係

○商工観光課の「経済対策担当」を「経済データ分
　析係」に変更します。

こども未来部
　こども家庭課
　　青少年対策担当　こども手当係　こども家庭相談係
　　母子保健係　母子保健総務係

こども未来部
　こども家庭課
　　青少年対策担当　こども手当係　こども家庭相談係
　　母子保健係　母子保健総務係　こども家庭センター担当（※）

○こども家庭課に「こども家庭センター担当」を新
　設します。

福祉部
　健幸保健課
　　健幸都市係　健康づくり係　特定健診係
　　感染症対策室　感染症対策担当

福祉部
　福祉政策課（※）
　　福祉政策係
福祉部
　健幸保健課
　　健幸都市係　健康づくり係　特定健診係
　　地域保健係（※）

○福祉部に「福祉政策課」を新設します。

　注）福祉政策課は本庁２階に設置します。

○健幸保健課の「感染症対策室」を廃止するととも
　に、同課内に「地域保健係」を新設します。

都市建設部
　都市計画課
　　都市政策係　公園緑地係　街路係
　　飯塚駅周辺整備推進室　飯塚駅周辺整備推進担当

都市建設部
　都市計画課
　　都市政策係　公園街路係
　　飯塚駅周辺整備推進室　飯塚駅周辺整備推進担当

○都市計画課の「街路係」を廃止するとともに、「公
　園緑地係」を「公園街路係」に変更し、同係に街
　路係の業務を移管します。

教育部
　教育総務課
　　総務係　学事係　学校施設係
　学校給食課
　　給食係

教育部
　教育総務課
　　総務係　学事係　給食係（※）
　教育施設課（※）
　　施設維持係　施設整備係

○教育部に「教育施設課」を新設するとともに「教育
　総務課学校施設係」を廃止し、同係の業務を移
　管します。
○「学校給食課」を廃止するとともに、教育総務課
　に「給食係」を新設し、同係に業務を移管します。

教育部
　学校教育課
　　教職員係　放課後児童係　指導係　働き方・部活動改革担当
　　学校人権教育室
　　ＩＣＴ推進室

教育部
　学校教育課
　　教職員係　放課後児童係　指導係　働き方・部活動改革担当
　　学校人権教育室

○学校教育課の「IＣＴ推進室」を廃止し、「教育総
　務課学事係」に同室の業務を移管します。

教育部
　文化課
　　文化振興係　文化施設整備推進係
　　文化財保護推進室
　　　文化財保護担当　文化財活用担当

教育部
　文化課
　　文化振興係
　　文化財保護推進室
　　　文化財保護担当　文化財活用担当

○文化課の「文化施設整備推進係」を廃止し、文化
　財保護担当及び文化財活用担当を含めた業務分担
　の見直しを行います。

○行政経営部に「行政管理課」を新設するとともに
　「業務改善・ＤＸ推進課」を廃止し、行財政改革を
　はじめとする同課の業務を移管します。
○業務改善・ＤＸ推進課の業務のうち、デジタル人材
　育成及び働き方改革の業務を「人事課」に、地域
　情報化及び自治体ＤＸ推進計画の業務を「情報管
　理課」に、それぞれ移管します。

ー
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飯塚市民のマイナンバーカードの申請
及び交付の休日窓口を開設します！
日時：4月27日日　受付時間　9：00～16：00
場所：飯塚市役所　1階　市民課

◎休日窓口開設日に限り、交付場所（交付通知書「ハガキ」に記載）が
　本庁以外の方も飯塚市役所市民課窓口でお受取りができます。
◎マイナンバーカードの申請に必要なもの（有効期限内のもの）
　本人確認書類（Ａのうち1点、またはＢのうち2点）
　Ａ　運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード（顔写真付き）など
　Ｂ　資格確認書（健康保険証）、介護保険証、年金手帳、子ども医療証、
　　　親子健康手帳（母子健康手帳）など

顔写真は窓口で
無料で撮れます。

●問合せ　市民課（☎0948-96-8210）

※通知カードをお持ちでなくても申請できます。

図書館だより
飯塚市立図書館キャラクターぼたぼん

休館日の
お知らせ

【飯塚】7日・14日・22日火・28日
【ちくほ・庄内・穂波】7日・14日・21日・28日
【頴田】土・日・㊗

※定員のあるものは定員になり次第締切りとなります。最新の情報はホームページ・SNS でご確認ください。

9時半～19時
9時半～18時
9時半～18時

9時～17時
9時～17時

☎0948-22-5552 FAX 0948-22-5770
☎0948-72-3849 FAX 0948-72-3854
☎0948-82-4155 FAX 0948-82-2188
☎0948-29-1172
☎0948-92-3760

「もっと知りたい！」はこちら
Xホームページ Instagram

『みどりの日自然観察会』

4月 29日火
9時 10分（受付）～15時（少雨決行）
※雨天の場合：5月 4日日に延期
福智町鷹取山 
※集合は福智町上野登山口
先着 30人
200円（小学生以下 100円）
飯塚図書館

（事前受付のみ /現地受付不可）
4月 3日木　9時半～18日金 18時まで
飯塚図書館 または
筑豊博物研究会 久保山 雄二
(☎090-8351-6578)

と 　 き

場 　 所

定 員
資料・保険代
申 込

問 合 せ

植物や昆虫、野鳥などを観察してみませんか？
＜臨時 休館のお知らせ＞

イイヅカコミュニティーセンター改修工事及び
システム管理移設のため下記期間、臨時休館します

飯塚図書館
令和7年5月1日木～令和8年3月31日火

ちくほ･庄内･穂波･頴田図書館
令和7年5月7日水～11日日

くぼやま　　ゆうじ

飯 塚 図 書 館
ちくほ図書館
庄 内 図 書 館
穂 波 図 書 館
頴 田 図 書 館
メールアドレス info@iizuka library.jp

休館に伴い、
　飯塚館で貸出した資料の返却期限延長や
　全館で貸出冊数 (本のみ )を増やします。
　＊詳しくはHPをご覧ください＊
　ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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ちょっと役立つお知らせ : このページを抜き取ると子育てに関する情報を持ち歩きできるようになりました

　こどもの健やかな成長をサポートする場所として、18歳までのすべてのこどもとその家庭及び
妊産婦を対象に様々な相談に対応し、関係機関と連携を図りながら、実情に応じた適切な支援
に繋げていくため、飯塚市役所本庁舎 1階に「こども家庭センターcocosumo(ここすも）」を開
設しています。

ひとりで悩まず
気軽にご相談く
ださい！

　「このまちでこどもと一緒に楽しく暮らそう」
　という意味を込めて名付けました！

　母子保健及び児童福祉に関する業務を行っています。親
子健康手帳の交付から子育てに関する相談、児童手当等の
支給、子育て支援サービスの利用などの各種手続を同じフロ
アで行います。

このようなことでお困りではありませんか？
・子育てがつらく負担に感じる
・こどもが全然言うことを聞かない
・イライラして、ついこどもを怒鳴ったり叩いたりしてしまう
・他のこどもより発達が遅いような気がする
・近くに相談できる人がいない
・こどものことについて、どこで手続をしていいかわからない

　子育てを頑張るのはとても大変なことです。子育ての大変さを
一人で抱えるのではなく、少しでも困ったことがあればご相談くだ
さい。専門の相談員が一緒に子育ての方法について考えます。

ここすもHP

窓口・相談先　☎0948-22-5500（代表番号）
・親子健康手帳の交付、乳幼児健康診査
こども家庭課母子保健係 (内線：1108・1109・1115～1124)
・児童手当、児童扶養手当
こども家庭課こども手当係 (内線：1113・1114)
・子育てに関する相談
こども家庭課こども家庭相談係 (内線：1126～1129)

こども家庭センターcocosumo(ここすも）」とは？
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　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
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８
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子育てに関する悩み相談やサービスの情報提供など行っています。
楽しいイベントも開催していますので、お気軽にお越しください♪

　　　施　設　名
街なか子育てひろば
筑穂子育て支援センター
庄内子育て支援センター　
頴田子育て支援センター　
穂波子育て支援センター　

　　　　　　　　住　　　所
本町 11-10( よかもん通り )                  
長尾 1242 番地の 1( 筑穂支所 3 階 ) 
綱分 791-4( 庄内図書館横 )
鹿毛馬 2328 番地 2( 頴田交流センター別館）
秋松 408( 穂波交流センター 2 階 )

TEL&FAX
☎0948-22-3809
☎0948-72-2970
☎0948-82-0089
☎0948-92-0333
☎0948-21-0066

詳細はＨＰにて
ご確認ください

子育て関連施設のご紹介
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月
齢
に
合
わ
せ

　
た
取
り
分
け
離
乳
食
の
調
理
実
習

　（
中
期
〜
後
期
）、
試
食

定
12
組

託
有
り

【
共
通
事
項
】

対
乳
児
の
保
護
者
（
飯
塚
市
民
）

所
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー

持
親
子
（
母
子
）
健
康
手
帳
、
筆
記

　
用
具

※
も
ぐ
も
ぐ
講
座
の
み
エ
プ
ロ
ン
、　

　
三
角
巾
、
手
ふ
き
タ
オ
ル

申
飯
塚
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ま
た
は
、

　
電
話

期
４
月
11
日
金

問
こ
ど
も
家
庭
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
９
５
０
８
）

虐待かなと思ったらご連絡ください！
ためらわずにこどもを虐待から救うための行動を起こしてください。大切な地域の宝を守る
大きな一歩となります。
児童相談所　虐待対応ダイヤル189（通話料無料）
こども家庭課こども家庭相談係　☎0948-22-5500（内線：1126～1129）
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Information
▶飯塚市役所

▶穂波庁舎・支所
　☎0948-22-5500・FAX0948-21-2066

　☎0948-22-0380・FAX0948-26-4733
▶筑穂支所
　☎0948-72-1100・FAX0948-31-3100
▶庄内支所
　☎0948-82-1200・FAX0948-82-3520
▶頴田支所
　☎0948-92-2211・FAX0948-92-0332

●
本
庁
と
穂
波
支
所
で
は
、
毎
週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
一
部
を
延
長
し
て
い
ま
す
。
延
長
時
間（
19
時
ま
で
）
に
よ
る
取
扱
い
業
務
は
、
所
管
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　対象 　　とき 　　ところ 　　内容 　　定員 　　料金･費用 　　託児 　　持ってくるもの 　　申込期限･申込期間 　　申し込み 　　問合せ
※　　の記載がないものは参加無料 ※募集等で申込方法の記載がないものは電話受付

所時 料
料

対 定内 託 持 期 申 問

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
舗
装
の
穴
ぼ
こ
）

情
報
提
供
の
お
願
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
道
路
を
通
行
中
に
事
故
や
け
が
に

つ
な
が
り
そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
た
場
合
は
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
直
接
市
に

通
報
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
す
な
ろ
猫

事
業
に
つ
い
て

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
不
妊
・
去

　
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人

料
メ
ス
一
頭
　
１
１
，
０
０
０
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
，
５
０
０
円

※
申
込
者
自
己
負
担
（
税
込
）
で
す
。

申
電
子
申
込
（
あ
す
な
ろ
猫
事
業
Ｈ

　
Ｐ
よ
り
申
込
み
で
き
ま
す
。）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き

　
な
い
方
は
病
院
に
お
問
合
せ
下
さ

　
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
57
・
１
８
８
４
）

▽
申
込
期
間

　
4
月
15
日
火
〜
5
月
15
日
木

▽
手
術
期
間

　
6
月
１
日
日
〜
7
月
31
日
木

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
営
住
宅(

空
き
家)

入
居
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
　
該
当
す
る
こ
と

※
そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
５
月
１
日
木
〜
９
日
金

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※
同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
改
修
に
伴
い

休
館
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
休
館
期
間
（
予
定
）

【
中
央
公
民
館
・
サ
ン
ク
ス
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
2
月
28
日
土

【
飯
塚
図
書
館
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
3
月
31
日
火

　
中
央
公
民
館
窓
口
に
つ
い
て
は
、

5
月
16
日
金
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
対

応
窓
口
は
、
改
修
期
間
中
穂
波
庁
舎

へ
移
転
し
ま
す
が
、
土
曜
日
の
窓
口

開
設
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
各
事
務
室
の
移
転
先
な
ど
の
詳
細

は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

介
護
保
険
料
の

基
準
所
得
金
額
が

変
更
に
な
り
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上

の
第
１
号
被
保
険
者
）
の
所
得
段
階

の
基
準
所
得
金
額
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

●
変
更
年
月
日

　
令
和
７
年
４
月
１
日

●
変
更
内
容

　
段
階
区
分
が
第
１
段
階
・
第
２
段

階
・
第
４
段
階
・
第
５
段
階
の
所
得

段
階
に
記
載
の
「
課
税
年
金
収
入
金

額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
」
に
あ

る
80
万
円
が
80
万
９
千
円
に
な
り
ま

す
。

問
介
護
保
険
課
保
険
料
係

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

事
業
者
公
募
説
明
会
の

お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
整
備
す
る
と
し
て
い
る
「（
介

護
予
防
）
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
」
を
飯
塚
地
区
に
１
事
業
所
２

ユ
ニ
ッ
ト
を
開
業
す
る
事
業
者
を
１

カ
所
公
募
し
、
併
せ
て
公
募
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

対
公
募
要
領
に
お
け
る
申
請
条
件
に

　
該
当
す
る
法
人

時
４
月
25
日
金

申
事
前
申
込
み
制
で
個
別
に
行
い
ま

　
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
介
護
保
険
課
事
業
所
係

（
☎
内
線
１
６
５
７
〜
１
６
５
９
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
遠
賀
川
流
域
で
、
河
川
の
水
質
の

改
善
等
を
目
的
と
し
た
環
境
保
全
活

動
を
行
う
住
民
団
体
等
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
、
又
は
今
後
行
お

　
う
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団

　
体
の
除
草
・
清
掃
活
動
・
水
質
・

　
生
物
調
査・普
及
啓
発
活
動
等（
他

　
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
る
活
動

　
は
除
く
）

時
令
和
７
年
６
月
〜
令
和
８
年
１
月

内
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
火
〜
18
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験

　
所

（
☎
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
４
８

　
FAX
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
９
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
消
防
通
信

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
病
気
や
ケ
ガ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン

ト
を
知
り
、
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
を
「
予
防
救
急
」
と
い
い
ま
す
。

季
節
ご
と
の
予
防
救
急
を
各
自
意
識

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
３
月
〜
６
月

　
ハ
チ
等
に
よ
る
刺
咬
傷
（
ア
ナ

　
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
）

●
７
月
〜
９
月

　
熱
中
症
等

●
10
月
〜
11
月

　
キ
ノ
コ
類
、
ア
ニ
サ
キ
ス
等
の
食

　
中
毒

●
12
月
〜
２
月

　
火
災
に
よ
る
火
傷
等

※
救
急
車
を
呼
ぶ
時
に
は
、
次
の
こ

　
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
１
１
９
通
報
時
に
は
必
要
な
情
報

　
を
伝
達
（
場
所
、
症
状
、
氏
名
、

　
年
齢
、
か
か
り
つ
け
病
院
等
）

②
持
っ
て
行
く
も
の
を
準
備
（
保
険

　
証
、
お
薬
手
帳
等
）

③
家
を
出
る
時
の
確
認
（
火
の
元
や

　
施
錠
の
確
認
等
）

問
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

（
☎
０
９
４
８
・
42
・
０
６
５
５
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人

時
所

①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
中
国
東
北
地
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

②
９
月
中
旬

　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、

　
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

④
11
月
中
旬

　
硫
黄
島
（
第
１
次
）

⑤
１
月
下
旬
〜
２
月
中
旬

　
パ
ラ
オ
諸
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１・

　
２
・
３
班
）、
硫
黄
島
（
第
２
次
）

⑥
３
月
上
旬

　
ミ
ャ
ン
マ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

問
福
岡
県
保
護
・
援
護
課

(

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
６)

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

（
観
光
案
内
人
）

養
成
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
近
隣
地
域
の
歴
史
・
文
化
に

　
興
味
が
あ
り
、
観
光
案
内
活
動
に

　
関
心
が
あ
る
方

時
４
月
26
日
土
〜
８
月
２
日
土

　
13
時
〜
15
時
　
計
８
回
（
予
定
）

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

内
①
郷
土
史
、
施
設
見
学
及
び
現
地

　
研
修
、
ガ
イ
ド
マ
ナ
ー
な
ど

　
②「
飯
塚
の
魅
力
」
を
伝
え
る
案

　
内
人
を
養
成
す
る
た
め
の
知
識
学

　
習

期
４
月
16
日
水

問
申
飯
塚
観
光
協
会

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
５
１
１
　

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
２
５
２
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
度
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
５
月
25
日
日

　
８
時
20
分
〜
17
時

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
21
日
月
〜
５
月
16
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０
・
３
９
９
９
・
７
６
０
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

シ
ル
バ
ー
農
園

利
用
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
60
歳
以
上
の
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
方

所
菰
田
農
園

定
６
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
４
６
０
円
程
度

所
相
田
農
園

定
12
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
６
８
０
円
程
度

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で
、

　
次
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件

　
を
満
た
す
も
の

　
①
令
和
６
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽
自

　
　
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税
を
滞

　
　
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
水

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※
課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
付
て
い
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
７
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

対
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族
・
納
税
管
理
人
、

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

時
４
月
１
日
火
〜
６
月
２
日
月

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

内
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※
帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
７

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

持
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
　
る
も
の
。

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ
。

所
問
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
０
）

※
帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

　
・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

　
・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

　
・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の

　
　
説
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

　
・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※
担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
　
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　
郵
送
ま
た
は
窓
口
提
出

　
③
電
話
申
込

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
８
年
度

公
共
施
設
指
定

管
理
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

期
募
集
要
項
配
布
期
間

　
４
月
１
日
火
〜
５
月
30
日
金

期
申
請
受
付
期
間

　
５
月
29
日
木
〜
５
月
30
日
金

対
問

○
飯
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
工
房
棟

　
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）　

○
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
い
い
づ
か

　
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
７
）

○
飯
塚
市
新
産
業
創
出
支
援
セ
ン

　
タ
ー

　
産
学
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
８
）

○
飯
塚
立
体
駐
車
場

　
建
設
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
７
１
）

○
街
な
か
子
育
て
ひ
ろ
ば

　
こ
ど
も
家
庭
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５
）

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
飯

塚
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
市

民
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
開
催
に
向
け
て
実
行
委

員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

期
4
月
18
日
金

申
問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

　
タ
ー
「
サ
ン
ク
ス
」

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
を
提
出
し
て
い
る

　
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
提
出
の
市
内
業
者

　
※
工
種
ラ
ン
ク
は
不
問

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

講
演
・
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

料
理
教
室
　
参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
25
日
金
　
10
時
〜
13
時

所
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

内
料
理
教
室

　「
季
節
の
行
事
に
適
し
た
楽
し
い

　
食
事
づ
く
り
」

（
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん
）　

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
上
靴
・

　
マ
ス
ク

期
４
月
14
日
月

申
問
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
９
４
８
・
72
・
１
１
１
０)

イ
ベ
ン
ト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

古
墳
の
特
別
公
開

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
川
島
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
19
日
土
、
20
日
日

　
９
時
半
〜
16
時
　

所
川
島
古
墳
公
園

　（
川
島
４
０
７‒

５
）

　
小
正
西
古
墳
公
園

　（
小
正
７
８
０‒

２
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
44
回
飯
塚
新
人

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る
「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
予
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
5
月
3
日
土
〜
4
日
日

料
5
0
0
円
（
2
日
間
共
通
券
）

○
本
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
6
月
8
日
日

料
一
般
　
前
売
１
０
０
０
円
（
当
日

　
１
２
０
０
円
）

　
小
・
中
・
高
校
生

　
前
売
５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

　
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　
事
務
局

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４

　
０
８
０
・
５
２
０
２
・
２
６
２
４
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

４
月
は
20
歳
未
満

飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制
限
は

20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
飲
み
ま

し
ょ
う
。

問
博
多
税
務
署
　
酒
類
指
導
官

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
８
１
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

旧
優
生
保
護
法
に
係
る

補
償
金
等
の
ご
案
内

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
【
補
償
金
】
優
生
手
術
を
受
け
た

　
本
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
（
亡
く

　
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
遺
族
）

　【
一
時
金
】
優
生
手
術
ま
た
は
人

　
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
本
人
で
生

　
存
し
て
い
る
方

内
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手

　
術
（
生
殖
を
不
能
に
す
る
不
妊
手

　
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た

　
人
に
は
補
償
金
や
一
時
金
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

※
母
体
保
護
や
疾
病
治
療
を
目
的
と

　
す
る
手
術
等
を
除
く

問
福
岡
県
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等

　
受
付
・
相
談
窓
口

（
☎
０
９
２
・
６
３
２
・
５
１
７
５

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
０
）
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
舗
装
の
穴
ぼ
こ
）

情
報
提
供
の
お
願
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
道
路
を
通
行
中
に
事
故
や
け
が
に

つ
な
が
り
そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
た
場
合
は
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
直
接
市
に

通
報
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
す
な
ろ
猫

事
業
に
つ
い
て

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
不
妊
・
去

　
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人

料
メ
ス
一
頭
　
１
１
，
０
０
０
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
，
５
０
０
円

※
申
込
者
自
己
負
担
（
税
込
）
で
す
。

申
電
子
申
込
（
あ
す
な
ろ
猫
事
業
Ｈ

　
Ｐ
よ
り
申
込
み
で
き
ま
す
。）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き

　
な
い
方
は
病
院
に
お
問
合
せ
下
さ

　
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
57
・
１
８
８
４
）

▽
申
込
期
間

　
4
月
15
日
火
〜
5
月
15
日
木

▽
手
術
期
間

　
6
月
１
日
日
〜
7
月
31
日
木

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
営
住
宅(

空
き
家)

入
居
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
　
該
当
す
る
こ
と

※
そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
５
月
１
日
木
〜
９
日
金

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※
同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
改
修
に
伴
い

休
館
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
休
館
期
間
（
予
定
）

【
中
央
公
民
館
・
サ
ン
ク
ス
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
2
月
28
日
土

【
飯
塚
図
書
館
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
3
月
31
日
火

　
中
央
公
民
館
窓
口
に
つ
い
て
は
、

5
月
16
日
金
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
対

応
窓
口
は
、
改
修
期
間
中
穂
波
庁
舎

へ
移
転
し
ま
す
が
、
土
曜
日
の
窓
口

開
設
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
各
事
務
室
の
移
転
先
な
ど
の
詳
細

は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

介
護
保
険
料
の

基
準
所
得
金
額
が

変
更
に
な
り
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上

の
第
１
号
被
保
険
者
）
の
所
得
段
階

の
基
準
所
得
金
額
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

●
変
更
年
月
日

　
令
和
７
年
４
月
１
日

●
変
更
内
容

　
段
階
区
分
が
第
１
段
階
・
第
２
段

階
・
第
４
段
階
・
第
５
段
階
の
所
得

段
階
に
記
載
の
「
課
税
年
金
収
入
金

額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
」
に
あ

る
80
万
円
が
80
万
９
千
円
に
な
り
ま

す
。

問
介
護
保
険
課
保
険
料
係

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

事
業
者
公
募
説
明
会
の

お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
整
備
す
る
と
し
て
い
る
「（
介

護
予
防
）
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
」
を
飯
塚
地
区
に
１
事
業
所
２

ユ
ニ
ッ
ト
を
開
業
す
る
事
業
者
を
１

カ
所
公
募
し
、
併
せ
て
公
募
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

対
公
募
要
領
に
お
け
る
申
請
条
件
に

　
該
当
す
る
法
人

時
４
月
25
日
金

申
事
前
申
込
み
制
で
個
別
に
行
い
ま

　
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
介
護
保
険
課
事
業
所
係

（
☎
内
線
１
６
５
７
〜
１
６
５
９
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
遠
賀
川
流
域
で
、
河
川
の
水
質
の

改
善
等
を
目
的
と
し
た
環
境
保
全
活

動
を
行
う
住
民
団
体
等
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
、
又
は
今
後
行
お

　
う
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団

　
体
の
除
草
・
清
掃
活
動
・
水
質
・

　
生
物
調
査・普
及
啓
発
活
動
等（
他

　
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
る
活
動

　
は
除
く
）

時
令
和
７
年
６
月
〜
令
和
８
年
１
月

内
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
火
〜
18
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験

　
所

（
☎
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
４
８

　
FAX
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
９
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
消
防
通
信

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
病
気
や
ケ
ガ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン

ト
を
知
り
、
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
を
「
予
防
救
急
」
と
い
い
ま
す
。

季
節
ご
と
の
予
防
救
急
を
各
自
意
識

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
３
月
〜
６
月

　
ハ
チ
等
に
よ
る
刺
咬
傷
（
ア
ナ

　
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
）

●
７
月
〜
９
月

　
熱
中
症
等

●
10
月
〜
11
月

　
キ
ノ
コ
類
、
ア
ニ
サ
キ
ス
等
の
食

　
中
毒

●
12
月
〜
２
月

　
火
災
に
よ
る
火
傷
等

※
救
急
車
を
呼
ぶ
時
に
は
、
次
の
こ

　
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
１
１
９
通
報
時
に
は
必
要
な
情
報

　
を
伝
達
（
場
所
、
症
状
、
氏
名
、

　
年
齢
、
か
か
り
つ
け
病
院
等
）

②
持
っ
て
行
く
も
の
を
準
備
（
保
険

　
証
、
お
薬
手
帳
等
）

③
家
を
出
る
時
の
確
認
（
火
の
元
や

　
施
錠
の
確
認
等
）

問
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

（
☎
０
９
４
８
・
42
・
０
６
５
５
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人

時
所

①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
中
国
東
北
地
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

②
９
月
中
旬

　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、

　
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

④
11
月
中
旬

　
硫
黄
島
（
第
１
次
）

⑤
１
月
下
旬
〜
２
月
中
旬

　
パ
ラ
オ
諸
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１・

　
２
・
３
班
）、
硫
黄
島
（
第
２
次
）

⑥
３
月
上
旬

　
ミ
ャ
ン
マ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

問
福
岡
県
保
護
・
援
護
課

(

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
６)

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

（
観
光
案
内
人
）

養
成
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
近
隣
地
域
の
歴
史
・
文
化
に

　
興
味
が
あ
り
、
観
光
案
内
活
動
に

　
関
心
が
あ
る
方

時
４
月
26
日
土
〜
８
月
２
日
土

　
13
時
〜
15
時
　
計
８
回
（
予
定
）

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

内
①
郷
土
史
、
施
設
見
学
及
び
現
地

　
研
修
、
ガ
イ
ド
マ
ナ
ー
な
ど

　
②「
飯
塚
の
魅
力
」
を
伝
え
る
案

　
内
人
を
養
成
す
る
た
め
の
知
識
学

　
習

期
４
月
16
日
水

問
申
飯
塚
観
光
協
会

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
５
１
１
　

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
２
５
２
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
度
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
５
月
25
日
日

　
８
時
20
分
〜
17
時

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
21
日
月
〜
５
月
16
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０
・
３
９
９
９
・
７
６
０
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

シ
ル
バ
ー
農
園

利
用
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
60
歳
以
上
の
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
方

所
菰
田
農
園

定
６
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
４
６
０
円
程
度

所
相
田
農
園

定
12
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
６
８
０
円
程
度

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で
、

　
次
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件

　
を
満
た
す
も
の

　
①
令
和
６
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽
自

　
　
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税
を
滞

　
　
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
水

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※
課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
付
て
い
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
７
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

対
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族
・
納
税
管
理
人
、

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

時
４
月
１
日
火
〜
６
月
２
日
月

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

内
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※
帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
７

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

持
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
　
る
も
の
。

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ
。

所
問
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
０
）

※
帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

　
・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

　
・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

　
・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の

　
　
説
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

　
・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※
担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
　
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　
郵
送
ま
た
は
窓
口
提
出

　
③
電
話
申
込

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@

city.iizuka.lg.jp

）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
８
年
度

公
共
施
設
指
定

管
理
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

期
募
集
要
項
配
布
期
間

　
４
月
１
日
火
〜
５
月
30
日
金

期
申
請
受
付
期
間

　
５
月
29
日
木
〜
５
月
30
日
金

対
問

○
飯
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
工
房
棟

　
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）　

○
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
い
い
づ
か

　
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
７
）

○
飯
塚
市
新
産
業
創
出
支
援
セ
ン

　
タ
ー

　
産
学
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
８
）

○
飯
塚
立
体
駐
車
場

　
建
設
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
７
１
）

○
街
な
か
子
育
て
ひ
ろ
ば

　
こ
ど
も
家
庭
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５
）

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
飯

塚
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
市

民
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
開
催
に
向
け
て
実
行
委

員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

期
4
月
18
日
金

申
問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

　
タ
ー
「
サ
ン
ク
ス
」

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
を
提
出
し
て
い
る

　
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
提
出
の
市
内
業
者

　
※
工
種
ラ
ン
ク
は
不
問

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

講
演
・
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

料
理
教
室
　
参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
25
日
金
　
10
時
〜
13
時

所
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

内
料
理
教
室

　「
季
節
の
行
事
に
適
し
た
楽
し
い

　
食
事
づ
く
り
」

（
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん
）　

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
上
靴
・

　
マ
ス
ク

期
４
月
14
日
月

申
問
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
９
４
８
・
72
・
１
１
１
０)

イ
ベ
ン
ト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

古
墳
の
特
別
公
開

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
川
島
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
19
日
土
、
20
日
日

　
９
時
半
〜
16
時
　

所
川
島
古
墳
公
園

　（
川
島
４
０
７‒

５
）

　
小
正
西
古
墳
公
園

　（
小
正
７
８
０‒

２
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
44
回
飯
塚
新
人

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る
「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
予
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
5
月
3
日
土
〜
4
日
日

料
5
0
0
円
（
2
日
間
共
通
券
）

○
本
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
6
月
8
日
日

料
一
般
　
前
売
１
０
０
０
円
（
当
日

　
１
２
０
０
円
）

　
小
・
中
・
高
校
生

　
前
売
５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

　
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　
事
務
局

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４

　
０
８
０
・
５
２
０
２
・
２
６
２
４
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

４
月
は
20
歳
未
満

飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制
限
は

20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
飲
み
ま

し
ょ
う
。

問
博
多
税
務
署
　
酒
類
指
導
官

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
８
１
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

旧
優
生
保
護
法
に
係
る

補
償
金
等
の
ご
案
内

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
【
補
償
金
】
優
生
手
術
を
受
け
た

　
本
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
（
亡
く

　
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
遺
族
）

　【
一
時
金
】
優
生
手
術
ま
た
は
人

　
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
本
人
で
生

　
存
し
て
い
る
方

内
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手

　
術
（
生
殖
を
不
能
に
す
る
不
妊
手

　
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た

　
人
に
は
補
償
金
や
一
時
金
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

※
母
体
保
護
や
疾
病
治
療
を
目
的
と

　
す
る
手
術
等
を
除
く

問
福
岡
県
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等

　
受
付
・
相
談
窓
口

（
☎
０
９
２
・
６
３
２
・
５
１
７
５

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
０
）

人
権
標
語
　
　
　
　
●
　
傷
つ
け
な
い
　
み
ん
な
だ
れ
か
の
　
た
か
ら
も
の （
立
岩
小
）　
　
　
　
●
　
や
め
な
よ
の
　
ひ
と
こ
と
だ
け
で
　
す
く
わ
れ
る （
庄
内
小
）　
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
舗
装
の
穴
ぼ
こ
）

情
報
提
供
の
お
願
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
道
路
を
通
行
中
に
事
故
や
け
が
に

つ
な
が
り
そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
た
場
合
は
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
直
接
市
に

通
報
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
す
な
ろ
猫

事
業
に
つ
い
て

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
不
妊
・
去

　
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人

料
メ
ス
一
頭
　
１
１
，
０
０
０
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
，
５
０
０
円

※
申
込
者
自
己
負
担
（
税
込
）
で
す
。

申
電
子
申
込
（
あ
す
な
ろ
猫
事
業
Ｈ

　
Ｐ
よ
り
申
込
み
で
き
ま
す
。）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き

　
な
い
方
は
病
院
に
お
問
合
せ
下
さ

　
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
57
・
１
８
８
４
）

▽
申
込
期
間

　
4
月
15
日
火
〜
5
月
15
日
木

▽
手
術
期
間

　
6
月
１
日
日
〜
7
月
31
日
木

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
営
住
宅(

空
き
家)

入
居
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
　
該
当
す
る
こ
と

※
そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
５
月
１
日
木
〜
９
日
金

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※
同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
改
修
に
伴
い

休
館
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
休
館
期
間
（
予
定
）

【
中
央
公
民
館
・
サ
ン
ク
ス
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
2
月
28
日
土

【
飯
塚
図
書
館
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
3
月
31
日
火

　
中
央
公
民
館
窓
口
に
つ
い
て
は
、

5
月
16
日
金
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
対

応
窓
口
は
、
改
修
期
間
中
穂
波
庁
舎

へ
移
転
し
ま
す
が
、
土
曜
日
の
窓
口

開
設
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
各
事
務
室
の
移
転
先
な
ど
の
詳
細

は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

介
護
保
険
料
の

基
準
所
得
金
額
が

変
更
に
な
り
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上

の
第
１
号
被
保
険
者
）
の
所
得
段
階

の
基
準
所
得
金
額
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

●
変
更
年
月
日

　
令
和
７
年
４
月
１
日

●
変
更
内
容

　
段
階
区
分
が
第
１
段
階
・
第
２
段

階
・
第
４
段
階
・
第
５
段
階
の
所
得

段
階
に
記
載
の
「
課
税
年
金
収
入
金

額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
」
に
あ

る
80
万
円
が
80
万
９
千
円
に
な
り
ま

す
。

問
介
護
保
険
課
保
険
料
係

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

事
業
者
公
募
説
明
会
の

お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
整
備
す
る
と
し
て
い
る
「（
介

護
予
防
）
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
」
を
飯
塚
地
区
に
１
事
業
所
２

ユ
ニ
ッ
ト
を
開
業
す
る
事
業
者
を
１

カ
所
公
募
し
、
併
せ
て
公
募
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

対
公
募
要
領
に
お
け
る
申
請
条
件
に

　
該
当
す
る
法
人

時
４
月
25
日
金

申
事
前
申
込
み
制
で
個
別
に
行
い
ま

　
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
介
護
保
険
課
事
業
所
係

（
☎
内
線
１
６
５
７
〜
１
６
５
９
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
遠
賀
川
流
域
で
、
河
川
の
水
質
の

改
善
等
を
目
的
と
し
た
環
境
保
全
活

動
を
行
う
住
民
団
体
等
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
、
又
は
今
後
行
お

　
う
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団

　
体
の
除
草
・
清
掃
活
動
・
水
質
・

　
生
物
調
査・普
及
啓
発
活
動
等（
他

　
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
る
活
動

　
は
除
く
）

時
令
和
７
年
６
月
〜
令
和
８
年
１
月

内
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
火
〜
18
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験

　
所

（
☎
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
４
８

　
FAX
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
９
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
消
防
通
信

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
病
気
や
ケ
ガ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン

ト
を
知
り
、
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
を
「
予
防
救
急
」
と
い
い
ま
す
。

季
節
ご
と
の
予
防
救
急
を
各
自
意
識

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
３
月
〜
６
月

　
ハ
チ
等
に
よ
る
刺
咬
傷
（
ア
ナ

　
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
）

●
７
月
〜
９
月

　
熱
中
症
等

●
10
月
〜
11
月

　
キ
ノ
コ
類
、
ア
ニ
サ
キ
ス
等
の
食

　
中
毒

●
12
月
〜
２
月

　
火
災
に
よ
る
火
傷
等

※
救
急
車
を
呼
ぶ
時
に
は
、
次
の
こ

　
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
１
１
９
通
報
時
に
は
必
要
な
情
報

　
を
伝
達
（
場
所
、
症
状
、
氏
名
、

　
年
齢
、
か
か
り
つ
け
病
院
等
）

②
持
っ
て
行
く
も
の
を
準
備
（
保
険

　
証
、
お
薬
手
帳
等
）

③
家
を
出
る
時
の
確
認
（
火
の
元
や

　
施
錠
の
確
認
等
）

問
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

（
☎
０
９
４
８
・
42
・
０
６
５
５
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人

時
所

①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
中
国
東
北
地
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

②
９
月
中
旬

　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、

　
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

④
11
月
中
旬

　
硫
黄
島
（
第
１
次
）

⑤
１
月
下
旬
〜
２
月
中
旬

　
パ
ラ
オ
諸
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１・

　
２
・
３
班
）、
硫
黄
島
（
第
２
次
）

⑥
３
月
上
旬

　
ミ
ャ
ン
マ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

問
福
岡
県
保
護
・
援
護
課

(

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
６)

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

（
観
光
案
内
人
）

養
成
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
近
隣
地
域
の
歴
史
・
文
化
に

　
興
味
が
あ
り
、
観
光
案
内
活
動
に

　
関
心
が
あ
る
方

時
４
月
26
日
土
〜
８
月
２
日
土

　
13
時
〜
15
時
　
計
８
回
（
予
定
）

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

内
①
郷
土
史
、
施
設
見
学
及
び
現
地

　
研
修
、
ガ
イ
ド
マ
ナ
ー
な
ど

　
②「
飯
塚
の
魅
力
」
を
伝
え
る
案

　
内
人
を
養
成
す
る
た
め
の
知
識
学

　
習

期
４
月
16
日
水

問
申
飯
塚
観
光
協
会

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
５
１
１
　

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
２
５
２
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
度
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
５
月
25
日
日

　
８
時
20
分
〜
17
時

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
21
日
月
〜
５
月
16
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０
・
３
９
９
９
・
７
６
０
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

シ
ル
バ
ー
農
園

利
用
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
60
歳
以
上
の
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
方

所
菰
田
農
園

定
６
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
４
６
０
円
程
度

所
相
田
農
園

定
12
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
６
８
０
円
程
度

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で
、

　
次
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件

　
を
満
た
す
も
の

　
①
令
和
６
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽
自

　
　
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税
を
滞

　
　
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
水

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※
課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
付
て
い
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
７
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

対
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族
・
納
税
管
理
人
、

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

時
４
月
１
日
火
〜
６
月
２
日
月

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

内
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※
帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
７

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

持
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
　
る
も
の
。

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ
。

所
問
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
０
）

※
帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

　
・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

　
・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

　
・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の

　
　
説
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

　
・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※
担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
　
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　
郵
送
ま
た
は
窓
口
提
出

　
③
電
話
申
込

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@
city.iizuka.lg.jp

）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
８
年
度

公
共
施
設
指
定

管
理
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

期
募
集
要
項
配
布
期
間

　
４
月
１
日
火
〜
５
月
30
日
金

期
申
請
受
付
期
間

　
５
月
29
日
木
〜
５
月
30
日
金

対
問

○
飯
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
工
房
棟

　
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）　

○
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
い
い
づ
か

　
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
７
）

○
飯
塚
市
新
産
業
創
出
支
援
セ
ン

　
タ
ー

　
産
学
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
８
）

○
飯
塚
立
体
駐
車
場

　
建
設
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
７
１
）

○
街
な
か
子
育
て
ひ
ろ
ば

　
こ
ど
も
家
庭
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５
）

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
飯

塚
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
市

民
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
開
催
に
向
け
て
実
行
委

員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

期
4
月
18
日
金

申
問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

　
タ
ー
「
サ
ン
ク
ス
」

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
を
提
出
し
て
い
る

　
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
提
出
の
市
内
業
者

　
※
工
種
ラ
ン
ク
は
不
問

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

講
演
・
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

料
理
教
室
　
参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
25
日
金
　
10
時
〜
13
時

所
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

内
料
理
教
室

　「
季
節
の
行
事
に
適
し
た
楽
し
い

　
食
事
づ
く
り
」

（
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん
）　

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
上
靴
・

　
マ
ス
ク

期
４
月
14
日
月

申
問
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
９
４
８
・
72
・
１
１
１
０)

イ
ベ
ン
ト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

古
墳
の
特
別
公
開

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
川
島
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
19
日
土
、
20
日
日

　
９
時
半
〜
16
時
　

所
川
島
古
墳
公
園

　（
川
島
４
０
７‒

５
）

　
小
正
西
古
墳
公
園

　（
小
正
７
８
０‒

２
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
44
回
飯
塚
新
人

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る
「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
予
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
5
月
3
日
土
〜
4
日
日

料
5
0
0
円
（
2
日
間
共
通
券
）

○
本
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
6
月
8
日
日

料
一
般
　
前
売
１
０
０
０
円
（
当
日

　
１
２
０
０
円
）

　
小
・
中
・
高
校
生

　
前
売
５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

　
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　
事
務
局

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４

　
０
８
０
・
５
２
０
２
・
２
６
２
４
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

４
月
は
20
歳
未
満

飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制
限
は

20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
飲
み
ま

し
ょ
う
。

問
博
多
税
務
署
　
酒
類
指
導
官

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
８
１
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

旧
優
生
保
護
法
に
係
る

補
償
金
等
の
ご
案
内

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
【
補
償
金
】
優
生
手
術
を
受
け
た

　
本
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
（
亡
く

　
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
遺
族
）

　【
一
時
金
】
優
生
手
術
ま
た
は
人

　
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
本
人
で
生

　
存
し
て
い
る
方

内
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手

　
術
（
生
殖
を
不
能
に
す
る
不
妊
手

　
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た

　
人
に
は
補
償
金
や
一
時
金
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

※
母
体
保
護
や
疾
病
治
療
を
目
的
と

　
す
る
手
術
等
を
除
く

問
福
岡
県
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等

　
受
付
・
相
談
窓
口

（
☎
０
９
２
・
６
３
２
・
５
１
７
５

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
０
）

飯塚市の人口と世帯（前月比）
※住基と外国人の合計人口・世帯数

総人口
男
女

世帯数 4

施設改修に伴い、4月 1日火～6月 20日金まで
本場開催、場外発売はありません。

次回開催：6月21日土～本場ナイター開催
新しくなったメインスタンドが、遂にオープン !!

123,916     (-96)

59,227    (-52)
64,689    (-44)
64,078    (-52)

令和7年2月末現在
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
道
の
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル

（
舗
装
の
穴
ぼ
こ
）

情
報
提
供
の
お
願
い

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
道
路
を
通
行
中
に
事
故
や
け
が
に

つ
な
が
り
そ
う
な
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
を

見
つ
け
た
場
合
は
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
直
接
市
に

通
報
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
土
木
管
理
課（
☎
内
線
１
５
４
５
）

各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

あ
す
な
ろ
猫

事
業
に
つ
い
て

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
不
妊
・
去

　
勢
さ
せ
よ
う
と
す
る
人

料
メ
ス
一
頭
　
１
１
，
０
０
０
円

　
オ
ス
一
頭
　
５
，
５
０
０
円

※
申
込
者
自
己
負
担
（
税
込
）
で
す
。

申
電
子
申
込
（
あ
す
な
ろ
猫
事
業
Ｈ

　
Ｐ
よ
り
申
込
み
で
き
ま
す
。）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
で
き

　
な
い
方
は
病
院
に
お
問
合
せ
下
さ

　
い
。

・
浜
野
動
物
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
５
９
７
７
）

・
か
ほ
ま
ち
愛
犬
病
院

（
☎
０
９
４
８
・
57
・
１
８
８
４
）

▽
申
込
期
間

　
4
月
15
日
火
〜
5
月
15
日
木

▽
手
術
期
間

　
6
月
１
日
日
〜
7
月
31
日
木

問
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

市
営
住
宅(

空
き
家)
入
居
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
、

　
　
ま
た
は
市
内
勤
務
者

　
②
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
が

　
　
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
　
こ
と

　
③
政
令
で
規
定
す
る
所
得
要
件
に

　
　
該
当
す
る
こ
と

※
そ
の
他
、
単
身
入
居
な
ど
の
場
合

　
に
は
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

　
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

時
５
月
１
日
木
〜
９
日
金

※
毎
週
木
曜
日
の
窓
口
延
長
で
は
、

　
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
住
宅
課(

☎
内
線
１
５
２
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

※
同
課
に
備
え
付
け
の
申
込
案
内
書

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
窓

　
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
さ
れ
る
方
以
外
が
代
理
で
申

　
込
み
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、
委
任

　
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
改
修
に
伴
い

休
館
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●
休
館
期
間
（
予
定
）

【
中
央
公
民
館
・
サ
ン
ク
ス
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
2
月
28
日
土

【
飯
塚
図
書
館
】

時
令
和
7
年
5
月
1
日
木
〜

　
令
和
8
年
3
月
31
日
火

　
中
央
公
民
館
窓
口
に
つ
い
て
は
、

5
月
16
日
金
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
対

応
窓
口
は
、
改
修
期
間
中
穂
波
庁
舎

へ
移
転
し
ま
す
が
、
土
曜
日
の
窓
口

開
設
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
各
事
務
室
の
移
転
先
な
ど
の
詳
細

は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

介
護
保
険
料
の

基
準
所
得
金
額
が

変
更
に
な
り
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
飯
塚
市
介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上

の
第
１
号
被
保
険
者
）
の
所
得
段
階

の
基
準
所
得
金
額
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

●
変
更
年
月
日

　
令
和
７
年
４
月
１
日

●
変
更
内
容

　
段
階
区
分
が
第
１
段
階
・
第
２
段

階
・
第
４
段
階
・
第
５
段
階
の
所
得

段
階
に
記
載
の
「
課
税
年
金
収
入
金

額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
」
に
あ

る
80
万
円
が
80
万
９
千
円
に
な
り
ま

す
。

問
介
護
保
険
課
保
険
料
係

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

事
業
者
公
募
説
明
会
の

お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お

い
て
整
備
す
る
と
し
て
い
る
「（
介

護
予
防
）
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護
」
を
飯
塚
地
区
に
１
事
業
所
２

ユ
ニ
ッ
ト
を
開
業
す
る
事
業
者
を
１

カ
所
公
募
し
、
併
せ
て
公
募
説
明
会

を
実
施
し
ま
す
。

対
公
募
要
領
に
お
け
る
申
請
条
件
に

　
該
当
す
る
法
人

時
４
月
25
日
金

申
事
前
申
込
み
制
で
個
別
に
行
い
ま

　
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

問
介
護
保
険
課
事
業
所
係

（
☎
内
線
１
６
５
７
〜
１
６
５
９
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動

団
体
支
援
助
成
事
業

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
遠
賀
川
流
域
で
、
河
川
の
水
質
の

改
善
等
を
目
的
と
し
た
環
境
保
全
活

動
を
行
う
住
民
団
体
等
に
対
し
て
、

そ
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
支
流
を
含
む
遠
賀
川
流
域
で
活
動

　
を
行
っ
て
い
る
、
又
は
今
後
行
お

　
う
と
す
る
会
員
数
５
人
以
上
の
団

　
体
の
除
草
・
清
掃
活
動
・
水
質
・

　
生
物
調
査・普
及
啓
発
活
動
等（
他

　
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
い
る
活
動

　
は
除
く
）

時
令
和
７
年
６
月
〜
令
和
８
年
１
月

内
１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

期
４
月
１
日
火
〜
18
日
金

問
北
九
州
市
上
下
水
道
局
水
質
試
験

　
所

（
☎
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
４
８

　
FAX
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９
９
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
消
防
通
信

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
病
気
や
ケ
ガ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン

ト
を
知
り
、
意
識
し
て
行
動
す
る
こ

と
を
「
予
防
救
急
」
と
い
い
ま
す
。

季
節
ご
と
の
予
防
救
急
を
各
自
意
識

し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
３
月
〜
６
月

　
ハ
チ
等
に
よ
る
刺
咬
傷
（
ア
ナ

　
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
）

●
７
月
〜
９
月

　
熱
中
症
等

●
10
月
〜
11
月

　
キ
ノ
コ
類
、
ア
ニ
サ
キ
ス
等
の
食

　
中
毒

●
12
月
〜
２
月

　
火
災
に
よ
る
火
傷
等

※
救
急
車
を
呼
ぶ
時
に
は
、
次
の
こ

　
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

①
１
１
９
通
報
時
に
は
必
要
な
情
報

　
を
伝
達
（
場
所
、
症
状
、
氏
名
、

　
年
齢
、
か
か
り
つ
け
病
院
等
）

②
持
っ
て
行
く
も
の
を
準
備
（
保
険

　
証
、
お
薬
手
帳
等
）

③
家
を
出
る
時
の
確
認
（
火
の
元
や

　
施
錠
の
確
認
等
）

問
飯
塚
消
防
署
岩
崎
出
張
所

（
☎
０
９
４
８
・
42
・
０
６
５
５
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

厚
生
労
働
省
慰
霊
巡
拝

参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お
け
る

　
戦
没
者
の
遺
族
で
、
健
康
状
態
が

　
良
好
な
人

時
所

①
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

　
中
国
東
北
地
方
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

②
９
月
中
旬

　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

③
９
月
下
旬
〜
10
月
中
旬

　
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
、

　
ト
ラ
ッ
ク
諸
島

④
11
月
中
旬

　
硫
黄
島
（
第
１
次
）

⑤
１
月
下
旬
〜
２
月
中
旬

　
パ
ラ
オ
諸
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
（
１・

　
２
・
３
班
）、
硫
黄
島
（
第
２
次
）

⑥
３
月
上
旬

　
ミ
ャ
ン
マ
ー

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

(

☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
４

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
６
３
５
６
）

問
福
岡
県
保
護
・
援
護
課

(
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
１

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
６)

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

飯
塚
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

（
観
光
案
内
人
）

養
成
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
飯
塚
近
隣
地
域
の
歴
史
・
文
化
に

　
興
味
が
あ
り
、
観
光
案
内
活
動
に

　
関
心
が
あ
る
方

時
４
月
26
日
土
〜
８
月
２
日
土

　
13
時
〜
15
時
　
計
８
回
（
予
定
）

所
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

　
飯
塚
市
歴
史
資
料
館

内
①
郷
土
史
、
施
設
見
学
及
び
現
地

　
研
修
、
ガ
イ
ド
マ
ナ
ー
な
ど

　
②「
飯
塚
の
魅
力
」
を
伝
え
る
案

　
内
人
を
養
成
す
る
た
め
の
知
識
学

　
習

期
４
月
16
日
水

問
申
飯
塚
観
光
協
会

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
５
１
１
　

　
FAX
０
９
４
８
・
22
・
２
５
２
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年
度
第
１
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

時
５
月
25
日
日

　
８
時
20
分
〜
17
時

所
飯
塚
地
区
消
防
本
部

内
乙
種
第
４
類

定
30
人

期
４
月
21
日
月
〜
５
月
16
日
金

　
８
時
半
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

申
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課

問
嘉
飯
地
区
危
険
物
安
全
協
会

　
飯
塚
地
区
消
防
本
部
予
防
課
内

（
☎
０
８
０
・
３
９
９
９
・
７
６
０
７
）

　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

シ
ル
バ
ー
農
園

利
用
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
60
歳
以
上
の
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
方

所
菰
田
農
園

定
６
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
４
６
０
円
程
度

所
相
田
農
園

定
12
人
（
先
着
）

料
年
間
額
　
６
８
０
円
程
度

申
農
林
振
興
課（
☎
内
線
１
４
７
２
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

商
品
で
あ
る
軽
自
動
車
等（
販
売
用
）

の
課
税
を
免
除
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
で
、

　
次
の
①
〜
④
ま
で
の
全
て
の
条
件

　
を
満
た
す
も
の

　
①
令
和
６
年
４
月
２
日
以
降
に
取

　
　
得
し
た
軽
自
動
車
等
で
あ
る
こ
と

　
②
軽
自
動
車
等
が
商
品
で
あ
る
こ
と

　
③
軽
自
動
車
等
が
使
用
し
な
い
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と

　
④
申
請
者
は
、
所
有
し
て
い
る
軽
自

　
　
動
車
等
の
全
て
に
つ
い
て
税
を
滞

　
　
納
し
て
い
な
い
こ
と

期
４
月
30
日
水

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎
内
線
１
０
６
０
）

※
課
税
免
除
の
申
請
は
、
本
庁
税
務

　
課
で
の
み
受
付
て
い
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
７
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係

る
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
な
ど
が

記
載
さ
れ
た
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

対
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、
納
税
者

　
と
同
居
の
親
族
・
納
税
管
理
人
、

　
納
税
者
の
代
理
人（
委
任
状
必
要
）

時
４
月
１
日
火
〜
６
月
２
日
月

　
８
時
半
〜
17
時
15
分

内
ご
自
身
及
び
第
三
者
の
不
動
産
評

　
価
額

※
帳
簿
の
写
し
は
交
付
で
き
ま
せ

　
ん
。
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
縦

　
覧
で
き
る
人
か
ら
請
求
が
あ
っ
た

　
自
己
不
動
産
に
限
り
、「
令
和
７

　
年
度
名
寄
帳
兼
課
税
台
帳
」
の
写

　
し
を
交
付
し
ま
す
。

持
①
免
許
証
な
ど
身
分
確
認
が
で
き

　
　
る
も
の
。

　
②
前
年
度
の
納
税
通
知
書
、
課
税

　
　
資
産
明
細
書
の
い
ず
れ
か
一
つ
。

所
問
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
０
）

※
帳
簿
の
縦
覧
は
支
所
で
は
行
っ
て

　
い
ま
せ
ん
。

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
７
年

国
勢
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
ま
す
！

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
20
歳
以
上
の
方
（
税
務
、
警
察
、

　
選
挙
事
務
等
と
直
接
関
係
の
な
い

　
方
）

時
令
和
７
年
８
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

　（
約
２
ヵ
月
間
）

内
調
査
員
の
仕
事

　
・
調
査
員
事
務
説
明
会
へ
出
席

　
・
担
当
し
て
い
る
調
査
区
の
確
認

　
・
調
査
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の

　
　
説
明
・
調
査
票
の
配
布
・
回
収

　
・
調
査
票
の
点
検
・
提
出

●
調
査
員
報
酬
　
約
４
万
〜
７
万

※
担
当
す
る
調
査
区
数
や
世
帯
数
に

　
よ
っ
て
増
減
し
ま
す

期
４
月
下
旬
ま
で

申
①
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
請

　
②
同
課
に
備
付
の
申
込
書
（
市
Ｈ

　
　
Ｐ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

　
　
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　
　
郵
送
ま
た
は
窓
口
提
出

　
③
電
話
申
込

問
総
務
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
２
３
８

　
FAX
０
９
４
８
・
21
・
２
０
６
６

叞soum
u@
city.iizuka.lg.jp

）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
８
年
度

公
共
施
設
指
定

管
理
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

期
募
集
要
項
配
布
期
間

　
４
月
１
日
火
〜
５
月
30
日
金

期
申
請
受
付
期
間

　
５
月
29
日
木
〜
５
月
30
日
金

対
問

○
飯
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
工
房
棟

　
環
境
整
備
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
５
０
８
）　

○
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
い
い
づ
か

　
社
会
・
障
が
い
者
福
祉
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
０
７
）

○
飯
塚
市
新
産
業
創
出
支
援
セ
ン

　
タ
ー

　
産
学
振
興
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
８
）

○
飯
塚
立
体
駐
車
場

　
建
設
政
策
課

（
☎
０
９
４
８
・
96
・
８
４
７
１
）

○
街
な
か
子
育
て
ひ
ろ
ば

　
こ
ど
も
家
庭
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
３
０
５
）

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
サ
ン
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
飯

塚
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
市

民
の
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
開
催
に
向
け
て
実
行
委

員
と
し
て
活
動
で
き
る
方
を
募
集
し

ま
す
。

期
4
月
18
日
金

申
問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

　
タ
ー
「
サ
ン
ク
ス
」

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
７
０
５
８
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
災
害
復
旧

支
援
業
務
に
関
す
る
協
定
締
結
者
の

募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
大
規
模
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能

回
復
等
の
災
害
復
旧
支
援
業
務
に
関

す
る
協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
を
提
出
し
て
い
る

　
市
内
測
量
業
者

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

風
水
災
害
時
の
緊
急
対
策
等
に
関
す

る
協
定
締
結
者
の
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
風
水
災
害
発
生
時
の
施
設
機
能
回

復
の
た
め
の
緊
急
対
策
等
に
関
す
る

協
定
締
結
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
飯
塚
市
指
名
願
提
出
の
市
内
業
者

　
※
工
種
ラ
ン
ク
は
不
問

期
４
月
15
日
火
〜
５
月
30
日
金

●
協
定
期
間

　
６
月
１
日
日
〜
翌
年
５
月
31
日
日

※
４
月
15
日
か
ら
土
木
管
理
課
、
各

　
支
所
経
済
建
設
課
で
協
定
書
の
様

　
式
を
配
付
し
ま
す
。

問
土
木
管
理
課

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
５
５
１
１
）

　
各
支
所
経
済
建
設
課

講
演
・
講
座

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

料
理
教
室
　
参
加
者
募
集

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
市
内
居
住
の
人

時
４
月
25
日
金
　
10
時
〜
13
時

所
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

内
料
理
教
室

　「
季
節
の
行
事
に
適
し
た
楽
し
い

　
食
事
づ
く
り
」

（
講
師
　
栗
木
　
千
代
香
さ
ん
）　

定
先
着
16
人

料
５
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
上
靴
・

　
マ
ス
ク

期
４
月
14
日
月

申
問
筑
穂
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
９
４
８
・
72
・
１
１
１
０)

イ
ベ
ン
ト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

古
墳
の
特
別
公
開

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
川
島
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
と
小

正
西
古
墳
（
県
指
定
史
跡
）
を
特
別

公
開
し
ま
す
。
古
墳
公
開
日
に
は
、

普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳
内

部
を
見
学
で
き
ま
す
。

時
４
月
19
日
土
、
20
日
日

　
９
時
半
〜
16
時
　

所
川
島
古
墳
公
園

　（
川
島
４
０
７‒

５
）

　
小
正
西
古
墳
公
園

　（
小
正
７
８
０‒

２
）

問
歴
史
資
料
館

（
☎
０
９
４
８
・
25
・
２
９
３
０
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
44
回
飯
塚
新
人

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
お
知
ら
せ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
全
国
の
新
人
音
楽
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る
「
飯
塚
新
人
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
予
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
5
月
3
日
土
〜
4
日
日

料
5
0
0
円
（
2
日
間
共
通
券
）

○
本
選
（
ピ
ア
ノ
・
声
楽
）

時
6
月
8
日
日

料
一
般
　
前
売
１
０
０
０
円
（
当
日

　
１
２
０
０
円
）

　
小
・
中
・
高
校
生

　
前
売
５
０
０
円（
当
日
７
０
０
円
）

所
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

問
文
化
課

（
☎
０
９
４
８
・
43
・
３
４
４
８
）

　
飯
塚
新
人
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　
事
務
局

（
☎
０
９
４
８
・
22
・
３
２
７
４

　
０
８
０
・
５
２
０
２
・
２
６
２
４
）

そ
の
他
（
お
知
ら
せ
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

４
月
は
20
歳
未
満

飲
酒
防
止
強
調
月
間
で
す

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　
令
和
４
年
４
月
か
ら
民
法
の
成
年

年
齢
は
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
が
、
お
酒
に
関
す
る
年
齢
制
限
は

20
歳
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
飲
み
ま

し
ょ
う
。

問
博
多
税
務
署
　
酒
類
指
導
官

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
８
１
３
１
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

旧
優
生
保
護
法
に
係
る

補
償
金
等
の
ご
案
内

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

対
【
補
償
金
】
優
生
手
術
を
受
け
た

　
本
人
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
（
亡
く

　
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
遺
族
）

　【
一
時
金
】
優
生
手
術
ま
た
は
人

　
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た
本
人
で
生

　
存
し
て
い
る
方

内
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手

　
術
（
生
殖
を
不
能
に
す
る
不
妊
手

　
術
）
や
人
工
妊
娠
中
絶
を
受
け
た

　
人
に
は
補
償
金
や
一
時
金
が
支
給

　
さ
れ
ま
す
。

※
母
体
保
護
や
疾
病
治
療
を
目
的
と

　
す
る
手
術
等
を
除
く

問
福
岡
県
旧
優
生
保
護
法
補
償
金
等

　
受
付
・
相
談
窓
口

（
☎
０
９
２
・
６
３
２
・
５
１
７
５

　
FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
０
）

【手話コーナー】
「おはよう・こんにちは
こんばんは」
「手話」は、動きのある言
語です。その動きを伝える
ために、動画
にまとめてい
ますのでご覧
ください。

こめかみにあてた拳を
下しながら軽く頭を下げる

おはよう

二本指を額 (ひたい )の中央に
当て、軽く頭を下げる

こんにちは

両手の手のひらを前に向け、
目の前で交差させながら
軽く頭を下げる

こんばんは
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令和７年度　施政方針

令
和
７
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
を
は

じ
め
と
す
る
世
界
的
な
物
価
高
騰
、

深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て
、
生
活
応
援

ク
ー
ポ
ン
の
再
発
行
に
よ
る
市
民
生

活
の
応
援
と
消
費
喚
起
に
よ
る
市
内

事
業
者
の
支
援
、
第
２
子
以
降
保
育

料
の
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
等

に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
運
送
業

や
農
業
者
等
の
地
場
産
業
へ
の
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

な
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
額
が
４
年
連
続
で
県
内
１
位
、

全
国
で
９
位
と
な
る
な
ど
、
本
市
の

魅
力
を
多
く
の
方
々
に
広
く
発
信
し

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
市
制
20
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
す
べ
て
の
飯

塚
市
民
と
そ
の
未
来
の
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
市
政
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
進
化
、
発
展
さ
せ
、
引
き

続
き
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育

む
教
育
の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地

元
に
働
く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま

ち
」、「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な

健
康
な
ま
ち
」
の
４
つ
の
ま
ち
づ
く

り
を
柱
と
し
、
都
市
目
標
像
で
あ
る

「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み

た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
飯
塚
市
の
価
値
を

高
め
、
魅
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
人
権
問

題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
の
課
題
や
成
果
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
及

び「
第
３
次
飯
塚
市
人
権
教
育・
啓
発

実
施
計
画
」
に
沿
っ
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
啓
発
講

座
等
を
通
じ
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
、Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
支

援
の
更
な
る
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体・
地
域
活
動
団
体

等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
確
立
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
意
向
や
人
材
の

確
保
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
、
公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

申
請
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推

進
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
か
つ
積

極
的
に
活
用
し
て
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
的
確
か
つ
迅
速
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
発
信
に
向

け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
お
い
て
本
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
肥
大
化
す
る
事
務
事
業

の
総
点
検
に
よ
る
事
業
の
整
理
統

合
、
一
時
凍
結
や
縮
小
廃
止
と
と
も

に
、
受
益
者
負
担
等
の
見
直
し
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　
将
来
の
人
口
規
模
や
財
政
状
況
に

応
じ
た
計
画
的
な
維
持
管
理
や
適
正

配
置
に
取
り
組
む
べ
く
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間
へ

の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容
を

見
直
し
、
引
き
続
き
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
測
定
機
器
を
活
用
し
た
健

康
教
育・
健
康
相
談
を
実
施
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

■
保
健・
医
療
の
充
実
と
連
携

　
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
国

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行

動
計
画
を
踏
ま
え「
飯
塚
市
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
受
診
結
果
に
基
づ
き
、
生

活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予
防
を
図

り
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
国
保

財
政
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

機
能
の
分
化・
連
携
を
強
化
し
、
地

域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の

提
供
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
能
力
に

応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
充
実・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努

め
、
必
要
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
し
た
介
護
給
付
の
適

正
化
や
公
平
公
正
な
介
護
認
定
の
推

進
、
保
険
財
政
の
健
全
運
営
な
ど
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険
制

度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
介
護
予
防・
フ
レ
イ
ル

予
防
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
、
認
知
症
施
策
や
高
齢
者
虐
待

防
止・
権
利
擁
護
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的・
身
体
的

な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進・
事

業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア
プ

ロ
―
チ
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を
継
続

し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的・
身
体
的
な
支
援

と
し
て
、
病
児・
病
後
児
や
緊
急
時

に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

私
立
保
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
定

員
増
の
た
め
の
施
設
整
備
等
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
団
体
や
飯
塚
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
等
を
運
営
す
る
団
体
を
支
援

し
、
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
ど
も
施
策
を
推
進
す

る
取
組
と
し
て
、
こ
ど
も
審
議
会
を

設
置
し
、
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
審

議・
検
討
を
行
う
機
能
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
本
市
職
員
の
子
育
て
参

加
促
進
に
向
け
た
特
別
休
暇
の
拡
充

と
取
得
を
率
先
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
市
内
事
業
所
に
お
け
る
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
学
校
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
遊

び
や
生
活
の
体
験
を
通
し
て
、
生
き

る
た
め
の
知
恵
や
他
者
と
の
関
わ
り

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、安
全・

安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
第
一
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
自
ら
の
意

思
に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
参
加
し
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
制
約
す
る
社
会
的
障
壁
を

除
去
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
や
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
高
齢・
障
が
い・
こ
ど
も・
生
活
困

窮
の
各
分
野
に
お
け
る
複
雑
化・
複

合
化
し
た
地
域
生
活
課
題
に
対
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
一
体
的

な
支
援
を
行
う「
飯
塚
市
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」の
実
施
を
含
め
、

市
民
と
と
も
に
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
制
度
及
び

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
適
切

な
運
用
に
よ
る
効
果
的
な
支
援
を
実

施
し
、
困
難
を
抱
え
る
方
々
に
寄
り

添
い
、
自
立
促
進
に
向
け
た
丁
寧
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
確
保
や

育
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和

６
年
度
に
策
定
し
た「
地
域
計
画
」

の
実
現
に
向
け
て
、
農
地
の
受
け
手

を
幅
広
く
確
保
し
、
農
地
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
農
地
の
集
積・
集
約
化
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
侵
入

防
止
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
農
作
物

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進・

産
業
の
創
出

　
市
内
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
元

企
業
や
地
域
に
お
け
る
大
学
生
の
活

躍
と
地
域
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
や
半
導
体
な
ど
先
端
技

術
分
野
で
の
産
学
連
携
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
労
働
力
確
保
に
寄
与
す

る
た
め
、
外
国
人
材
の
活
用
に
関
し

企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

海
外
販
路
開
拓
に
向
け
た
支
援
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
企
業
立

地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
国
、
県
、
大
学
及
び
金

融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
半
導
体
関

連
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
定
着
を
図

る
た
め
、
市
内
事
業
所
の
採
用
力
の

向
上
や
健
康
経
営
等
の
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
の
事
業

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
地
元
中
小
企

業
の
雇
用
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

場
内
イ
ベ
ン
ト
を
拡
充
さ
せ
、
更
な

る
売
上
の
拡
大
や
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
老
朽
化
し
た
施

設
に
つ
い
て
も
、
集
客
向
上
の
た
め

効
果
的
な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
飯
塚
市
新
規
創
業
支
援
資
金
融
資

制
度
に
よ
り
中
小
企
業
者
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
と
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

の
連
携
に
よ
る
空
き
店
舗
対
策
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
ま
ち

な
か
の
魅
力
向
上
と
情
報
発
信
力
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
商
店
街
や
イ

オ
ン
穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及

び
カ
ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
が

立
地
す
る
周
遊
商
業
エ
リ
ア
間
の
回

遊
性
を
高
め
、
地
域
経
済
の
好
循
環

を
推
進
し
ま
す
。

■
特
産
品
の
振
興

　
優
れ
た
製
品
を「
い
い
づ
か
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
認
定
し
、
認
定
製
品

の
認
知
度
向
上
や
販
路
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
日
の
丸
」
を
初
め

て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染
の

歴
史
や
文
化
を
伝
承
し
、
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て

地
場
産
業
の
振
興・
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の

促
進
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
改
定
し
た「
第
２
次
飯
塚
市
観
光

振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組

を
着
実
に
推
進
し
、
本
市
に
訪
れ
る

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観
光
施
策
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
組
織
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に

向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
国・
県
の
就
労
支
援
機
関
と
連
携

し
中
小
企
業
の
人
材
確
保
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
労
働
問
題

の
解
消
を
図
り
、
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活

用
し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・

リ
ス
キ
ル
教
育
に
取
り
組
み
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
ロ
ー
カ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
柱
と
し
た
、
多
様
な
人
材

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
図
り

ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
地
域
や
企
業
と
の
連
携
の
も
と
体

験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、

児
童
生
徒
が
自
身
の
夢
や
未
来
を
実

現
す
る
力
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
他
の
人
権
を
守
り
、
多
様

性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
が
進
行
す
る
な
か

で
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術

な
ど
の
部
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
、
学
校
部
活
動
の

地
域
連
携
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

移
行
を
段
階
的
に
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
不
登
校
の
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
学
び
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
学
べ
る
環
境
の
整
備
、
チ
ー

ム
学
校
と
し
て
の
支
援
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
べ
る
居
場
所
づ
く
り

の
３
つ
の
取
組
を
重
視
し
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
衛
生
管
理
の
徹
底
と
調
理
業
務
へ

の
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
と
と
も

に
、
親
子
や
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
学
校
給
食
を
通
し
て
食
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
啓

発
事
業
を
実
施
し
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
学
校
に
お
け
る
日
常
的
な
授
業
改

善
や
学
力
向
上
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

の
機
能
化
、
基
礎・
基
本
の
徹
底
推

進
、
教
員
の
人
材
育
成
を
、「
飯
塚

市
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
に
つ
い

て
は
、
利
用
環
境
の
整
備
に
取
り
組

み
、
個
別
最
適
な
学
習
や
協
調
的
な

学
習
へ
活
用
し
、
学
び
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
働

き
方
を
変
革
す
る
教
育
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、小
学
校・

中
学
校
の
円
滑
な
接
続
に
取
り
組

み
、
小
学
校
５
、
６
年
生
と
中
学
校

全
学
年
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
外

国
人
講
師
と
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
通
し
て
、
実
践

的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

だ
れ
で
も 

学
べ
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形
成

を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報
の

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実

施
し
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
学
習

環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
及
び
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
11

月
に
開
設
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
利
活
用
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
推
進
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
し
、
健
康
長
寿
社
会
の

形
成
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス

大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
と
と
も
に
、文
化
団
体
、

教
育
機
関
と
連
携
し
、
相
互
に
協
力

し
合
い
な
が
ら「
魅
力
あ
ふ
れ
る
文

化
芸
術
の
振
興
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
保
存
と
活
用

を
推
進
し
ま
す
。

　
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
、
再
開
に

向
け
た
整
備
を
進
め
、
そ
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
資
料
館
で
は
、
企
画

展
や
歴
史
講
座
を
通
し
て
、
本
市
の

歴
史・
文
化
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入

れ
や
ア
ダ
ル
ト
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
大
人
の
交
流
、
市

内
中
高
生
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
研
修
事
業
を
実
施
し
、

更
な
る
友
好
交
流
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
在
住
外
国
人
が
地
域

か
ら
孤
立
し
な
い
共
生
社
会
を
推
進

す
る
た
め
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る

国
際
理
解
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な

被
災
者
支
援
を
行
う
た
め
、Ｄ
Ｘ
化

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
啓
発
活
動
で
は
、
地
域
で

開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
合

わ
せ
て
防
災
関
連
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
コ
ン
テ

ン
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
頃
か

ら
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
、
遊
水
池
な
ど
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
遠
賀
川
水
系
流

域
治
水
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
推
進
し
て

い
る「
な
が
ら
防
犯
」
団
体
等
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
防

止
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
種

多
様
化
す
る
消
費
者
問
題
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
消
費
者
教
育
の
充
実

や
市
民
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
、消
費
生
活
に
お
け
る
安
全・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
に

あ
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
都
市
の

活
力
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る

た
め
、「
飯
塚
市
立
地
適
正
化
計
画
」

を
改
定
し
、
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市

機
能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を

目
指
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住

宅
の
建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と

し
た
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
施

策
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、
民
間
公
共
交
通
機
関
の

運
行
と
と
も
に
、
利
用
実
態
に
合
わ

せ
た
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
事

業
の
確
保・
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変
更

に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め
ま

す
。

■
道
路
の
整
備

　
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
八
木
山
バ
イ
パ
ス
篠
栗
Ｉ
Ｃ

か
ら
筑
穂
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
一
部
区
間

が
、
令
和
７
年
３
月
に
供
用
開
始
と

な
り
、
今
後
は
穂
波
東
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

全
線
区
間
に
つ
い
て
、
４
車
線
化
の

早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏

へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
の
強
化
を
図
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化

の
実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し

更
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

主
要
交
通
網
の
一
部
で
あ
る
各
路
線

の
整
備
、
完
成
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め

計
画
的
に
点
検・
補
修
を
実
施
し
ま

す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及
び「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
に
基
づ
き
、
急
所
施
設
の
浄
水

場
に
接
続
す
る
基
幹
管
路
で
あ
る
津

原
導
水
管
の
更
新
や
、
重
要
給
水
施

設
管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
利
用
等
に
よ
る

漏
水
調
査
を
実
施
し
、
発
見
困
難
箇

所
を
効
率
的
に
発
見
し
修
繕
す
る
こ

と
で
、
水
道
水
の
安
定
供
給
と
有
収

率
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
汚
水
処
理
構
想
」
及
び「
飯
塚

市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
の
普
及・
促
進

を
図
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
施
設
の
耐
震
化・
改
築
に
つ
い
て

は
、「
飯
塚
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
実
施

し
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
導
入
を
検

討
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
事
業
と
も
に
、
中
長
期

的
視
点
に
た
っ
た
事
業
の
健
全
な
経

営
を
図
る
た
め
、
水
道
施
設
の
統
廃

合
を
含
む
最
適
化
及
び
下
水
道
終
末

処
理
場
の
単
独
で
の
更
新
を
踏
ま
え

た
投
資
財
政
計
画
の
見
直
し
を
含
む

事
業
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
検
討

し
、
次
期
経
営
戦
略
の
改
定
に
向
け

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
気
候
変
動
リ
ス
ク
の
対
応
と
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
問
題
、

環
境
活
動
へ
の
意
識
醸
成
の
取
組
を

進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本

計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、
事
業
者

等
と
協
働・
連
携
し
、
市
全
体
で
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、
そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、
新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、
し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

中
長
期
的
か
つ
広
域
的
な
視
点
に
よ

る
効
果
的
で
効
率
的
な
環
境
衛
生
処

理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
の
潜
在
力
を
引

き
出
し
、
こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
定
住
を
希
望
す
る
人
を

よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
住
み
つ
づ
け

た
い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
７
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

及
び
子
育
て
世
代
に
対
す
る
社
会
保

障
関
連
経
費
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
更
新
や
長
寿
命
化
対
策
経
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、「
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育
の
ま

ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働
く
場

所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、「
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康
な
ま

ち
」
を
目
指
し
た
、
４
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
柱
に
資
す
る
事
業
費
も
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
こ
こ
数
年
予
想
を
超
え
る

寄
附
を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企

業
誘
致
や
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
地
域
雇
用
の
創
出
や
定
住

人
口
の
増
加
等
に
よ
る
積
極
的
な
歳

入
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
事
業

実
施
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積

立
し
た
基
金
を
活
用
し
て
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ
る「
人

が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み
た

い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
必
要
と
な
る

行
財
政
改
革
の
取
組
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
重
点
的
に
予
算
配
分
す
る
事

業
の
財
源
確
保
及
び
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
事
務
量
の
適
正
化
な
ど
、
事

業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
に
よ
り
、

飯
塚
市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅

力
あ
る「
元
気
な
飯
塚
市
」
を
目
指

し
ま
す
。
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令和７年度　施政方針

令
和
７
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
を
は

じ
め
と
す
る
世
界
的
な
物
価
高
騰
、

深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て
、
生
活
応
援

ク
ー
ポ
ン
の
再
発
行
に
よ
る
市
民
生

活
の
応
援
と
消
費
喚
起
に
よ
る
市
内

事
業
者
の
支
援
、
第
２
子
以
降
保
育

料
の
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
等

に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
運
送
業

や
農
業
者
等
の
地
場
産
業
へ
の
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

な
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
額
が
４
年
連
続
で
県
内
１
位
、

全
国
で
９
位
と
な
る
な
ど
、
本
市
の

魅
力
を
多
く
の
方
々
に
広
く
発
信
し

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
市
制
20
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
す
べ
て
の
飯

塚
市
民
と
そ
の
未
来
の
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
市
政
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
進
化
、
発
展
さ
せ
、
引
き

続
き
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育

む
教
育
の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地

元
に
働
く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま

ち
」、「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な

健
康
な
ま
ち
」
の
４
つ
の
ま
ち
づ
く

り
を
柱
と
し
、
都
市
目
標
像
で
あ
る

「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み

た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
飯
塚
市
の
価
値
を

高
め
、
魅
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
人
権
問

題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
の
課
題
や
成
果
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
及

び「
第
３
次
飯
塚
市
人
権
教
育・
啓
発

実
施
計
画
」
に
沿
っ
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
啓
発
講

座
等
を
通
じ
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
、Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
支

援
の
更
な
る
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体・
地
域
活
動
団
体

等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
確
立
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
意
向
や
人
材
の

確
保
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
、
公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

申
請
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推

進
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
か
つ
積

極
的
に
活
用
し
て
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
的
確
か
つ
迅
速
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
発
信
に
向

け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
お
い
て
本
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
肥
大
化
す
る
事
務
事
業

の
総
点
検
に
よ
る
事
業
の
整
理
統

合
、
一
時
凍
結
や
縮
小
廃
止
と
と
も

に
、
受
益
者
負
担
等
の
見
直
し
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　
将
来
の
人
口
規
模
や
財
政
状
況
に

応
じ
た
計
画
的
な
維
持
管
理
や
適
正

配
置
に
取
り
組
む
べ
く
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間
へ

の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容
を

見
直
し
、
引
き
続
き
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
測
定
機
器
を
活
用
し
た
健

康
教
育・
健
康
相
談
を
実
施
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

■
保
健・
医
療
の
充
実
と
連
携

　
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
国

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行

動
計
画
を
踏
ま
え「
飯
塚
市
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
受
診
結
果
に
基
づ
き
、
生

活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予
防
を
図

り
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
国
保

財
政
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

機
能
の
分
化・
連
携
を
強
化
し
、
地

域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の

提
供
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
能
力
に

応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
充
実・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努

め
、
必
要
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
し
た
介
護
給
付
の
適

正
化
や
公
平
公
正
な
介
護
認
定
の
推

進
、
保
険
財
政
の
健
全
運
営
な
ど
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険
制

度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
介
護
予
防・
フ
レ
イ
ル

予
防
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
、
認
知
症
施
策
や
高
齢
者
虐
待

防
止・
権
利
擁
護
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的・
身
体
的

な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進・
事

業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア
プ

ロ
―
チ
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を
継
続

し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的・
身
体
的
な
支
援

と
し
て
、
病
児・
病
後
児
や
緊
急
時

に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

私
立
保
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
定

員
増
の
た
め
の
施
設
整
備
等
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
団
体
や
飯
塚
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
等
を
運
営
す
る
団
体
を
支
援

し
、
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
ど
も
施
策
を
推
進
す

る
取
組
と
し
て
、
こ
ど
も
審
議
会
を

設
置
し
、
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
審

議・
検
討
を
行
う
機
能
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
本
市
職
員
の
子
育
て
参

加
促
進
に
向
け
た
特
別
休
暇
の
拡
充

と
取
得
を
率
先
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
市
内
事
業
所
に
お
け
る
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
学
校
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
遊

び
や
生
活
の
体
験
を
通
し
て
、
生
き

る
た
め
の
知
恵
や
他
者
と
の
関
わ
り

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、安
全・

安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
第
一
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
自
ら
の
意

思
に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
参
加
し
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
制
約
す
る
社
会
的
障
壁
を

除
去
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
や
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
高
齢・
障
が
い・
こ
ど
も・
生
活
困

窮
の
各
分
野
に
お
け
る
複
雑
化・
複

合
化
し
た
地
域
生
活
課
題
に
対
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
一
体
的

な
支
援
を
行
う「
飯
塚
市
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」の
実
施
を
含
め
、

市
民
と
と
も
に
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
制
度
及
び

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
適
切

な
運
用
に
よ
る
効
果
的
な
支
援
を
実

施
し
、
困
難
を
抱
え
る
方
々
に
寄
り

添
い
、
自
立
促
進
に
向
け
た
丁
寧
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
確
保
や

育
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和

６
年
度
に
策
定
し
た「
地
域
計
画
」

の
実
現
に
向
け
て
、
農
地
の
受
け
手

を
幅
広
く
確
保
し
、
農
地
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
農
地
の
集
積・
集
約
化
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
侵
入

防
止
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
農
作
物

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進・

産
業
の
創
出

　
市
内
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
元

企
業
や
地
域
に
お
け
る
大
学
生
の
活

躍
と
地
域
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
や
半
導
体
な
ど
先
端
技

術
分
野
で
の
産
学
連
携
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
労
働
力
確
保
に
寄
与
す

る
た
め
、
外
国
人
材
の
活
用
に
関
し

企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

海
外
販
路
開
拓
に
向
け
た
支
援
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
企
業
立

地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
国
、
県
、
大
学
及
び
金

融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
半
導
体
関

連
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
定
着
を
図

る
た
め
、
市
内
事
業
所
の
採
用
力
の

向
上
や
健
康
経
営
等
の
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
の
事
業

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
地
元
中
小
企

業
の
雇
用
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

場
内
イ
ベ
ン
ト
を
拡
充
さ
せ
、
更
な

る
売
上
の
拡
大
や
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
老
朽
化
し
た
施

設
に
つ
い
て
も
、
集
客
向
上
の
た
め

効
果
的
な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
飯
塚
市
新
規
創
業
支
援
資
金
融
資

制
度
に
よ
り
中
小
企
業
者
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
と
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

の
連
携
に
よ
る
空
き
店
舗
対
策
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
ま
ち

な
か
の
魅
力
向
上
と
情
報
発
信
力
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
商
店
街
や
イ

オ
ン
穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及

び
カ
ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
が

立
地
す
る
周
遊
商
業
エ
リ
ア
間
の
回

遊
性
を
高
め
、
地
域
経
済
の
好
循
環

を
推
進
し
ま
す
。

■
特
産
品
の
振
興

　
優
れ
た
製
品
を「
い
い
づ
か
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
認
定
し
、
認
定
製
品

の
認
知
度
向
上
や
販
路
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
日
の
丸
」
を
初
め

て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染
の

歴
史
や
文
化
を
伝
承
し
、
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て

地
場
産
業
の
振
興・
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の

促
進
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
改
定
し
た「
第
２
次
飯
塚
市
観
光

振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組

を
着
実
に
推
進
し
、
本
市
に
訪
れ
る

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観
光
施
策
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
組
織
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に

向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
国・
県
の
就
労
支
援
機
関
と
連
携

し
中
小
企
業
の
人
材
確
保
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
労
働
問
題

の
解
消
を
図
り
、
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活

用
し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・

リ
ス
キ
ル
教
育
に
取
り
組
み
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
ロ
ー
カ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
柱
と
し
た
、
多
様
な
人
材

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
図
り

ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
地
域
や
企
業
と
の
連
携
の
も
と
体

験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、

児
童
生
徒
が
自
身
の
夢
や
未
来
を
実

現
す
る
力
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
他
の
人
権
を
守
り
、
多
様

性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
が
進
行
す
る
な
か

で
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術

な
ど
の
部
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
、
学
校
部
活
動
の

地
域
連
携
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

移
行
を
段
階
的
に
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
不
登
校
の
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
学
び
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
学
べ
る
環
境
の
整
備
、
チ
ー

ム
学
校
と
し
て
の
支
援
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
べ
る
居
場
所
づ
く
り

の
３
つ
の
取
組
を
重
視
し
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
衛
生
管
理
の
徹
底
と
調
理
業
務
へ

の
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
と
と
も

に
、
親
子
や
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
学
校
給
食
を
通
し
て
食
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
啓

発
事
業
を
実
施
し
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
学
校
に
お
け
る
日
常
的
な
授
業
改

善
や
学
力
向
上
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

の
機
能
化
、
基
礎・
基
本
の
徹
底
推

進
、
教
員
の
人
材
育
成
を
、「
飯
塚

市
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
に
つ
い

て
は
、
利
用
環
境
の
整
備
に
取
り
組

み
、
個
別
最
適
な
学
習
や
協
調
的
な

学
習
へ
活
用
し
、
学
び
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
働

き
方
を
変
革
す
る
教
育
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、小
学
校・

中
学
校
の
円
滑
な
接
続
に
取
り
組

み
、
小
学
校
５
、
６
年
生
と
中
学
校

全
学
年
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
外

国
人
講
師
と
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
通
し
て
、
実
践

的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

だ
れ
で
も 

学
べ
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形
成

を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報
の

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実

施
し
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
学
習

環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
及
び
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
11

月
に
開
設
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
利
活
用
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
推
進
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
し
、
健
康
長
寿
社
会
の

形
成
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス

大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
と
と
も
に
、文
化
団
体
、

教
育
機
関
と
連
携
し
、
相
互
に
協
力

し
合
い
な
が
ら「
魅
力
あ
ふ
れ
る
文

化
芸
術
の
振
興
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
保
存
と
活
用

を
推
進
し
ま
す
。

　
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
、
再
開
に

向
け
た
整
備
を
進
め
、
そ
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
資
料
館
で
は
、
企
画

展
や
歴
史
講
座
を
通
し
て
、
本
市
の

歴
史・
文
化
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入

れ
や
ア
ダ
ル
ト
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
大
人
の
交
流
、
市

内
中
高
生
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
研
修
事
業
を
実
施
し
、

更
な
る
友
好
交
流
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
在
住
外
国
人
が
地
域

か
ら
孤
立
し
な
い
共
生
社
会
を
推
進

す
る
た
め
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る

国
際
理
解
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な

被
災
者
支
援
を
行
う
た
め
、Ｄ
Ｘ
化

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
啓
発
活
動
で
は
、
地
域
で

開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
合

わ
せ
て
防
災
関
連
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
コ
ン
テ

ン
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
頃
か

ら
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
、
遊
水
池
な
ど
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
遠
賀
川
水
系
流

域
治
水
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
推
進
し
て

い
る「
な
が
ら
防
犯
」
団
体
等
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
防

止
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
種

多
様
化
す
る
消
費
者
問
題
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
消
費
者
教
育
の
充
実

や
市
民
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
、消
費
生
活
に
お
け
る
安
全・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
に

あ
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
都
市
の

活
力
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る

た
め
、「
飯
塚
市
立
地
適
正
化
計
画
」

を
改
定
し
、
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市

機
能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を

目
指
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住

宅
の
建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と

し
た
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
施

策
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、
民
間
公
共
交
通
機
関
の

運
行
と
と
も
に
、
利
用
実
態
に
合
わ

せ
た
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
事

業
の
確
保・
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変
更

に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め
ま

す
。

■
道
路
の
整
備

　
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
八
木
山
バ
イ
パ
ス
篠
栗
Ｉ
Ｃ

か
ら
筑
穂
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
一
部
区
間

が
、
令
和
７
年
３
月
に
供
用
開
始
と

な
り
、
今
後
は
穂
波
東
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

全
線
区
間
に
つ
い
て
、
４
車
線
化
の

早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏

へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
の
強
化
を
図
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化

の
実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し

更
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

主
要
交
通
網
の
一
部
で
あ
る
各
路
線

の
整
備
、
完
成
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め

計
画
的
に
点
検・
補
修
を
実
施
し
ま

す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及
び「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
に
基
づ
き
、
急
所
施
設
の
浄
水

場
に
接
続
す
る
基
幹
管
路
で
あ
る
津

原
導
水
管
の
更
新
や
、
重
要
給
水
施

設
管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
利
用
等
に
よ
る

漏
水
調
査
を
実
施
し
、
発
見
困
難
箇

所
を
効
率
的
に
発
見
し
修
繕
す
る
こ

と
で
、
水
道
水
の
安
定
供
給
と
有
収

率
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
汚
水
処
理
構
想
」
及
び「
飯
塚

市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
の
普
及・
促
進

を
図
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
施
設
の
耐
震
化・
改
築
に
つ
い
て

は
、「
飯
塚
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
実
施

し
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
導
入
を
検

討
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
事
業
と
も
に
、
中
長
期

的
視
点
に
た
っ
た
事
業
の
健
全
な
経

営
を
図
る
た
め
、
水
道
施
設
の
統
廃

合
を
含
む
最
適
化
及
び
下
水
道
終
末

処
理
場
の
単
独
で
の
更
新
を
踏
ま
え

た
投
資
財
政
計
画
の
見
直
し
を
含
む

事
業
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
検
討

し
、
次
期
経
営
戦
略
の
改
定
に
向
け

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
気
候
変
動
リ
ス
ク
の
対
応
と
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
問
題
、

環
境
活
動
へ
の
意
識
醸
成
の
取
組
を

進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本

計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、
事
業
者

等
と
協
働・
連
携
し
、
市
全
体
で
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、
そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、
新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、
し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

中
長
期
的
か
つ
広
域
的
な
視
点
に
よ

る
効
果
的
で
効
率
的
な
環
境
衛
生
処

理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
の
潜
在
力
を
引

き
出
し
、
こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
定
住
を
希
望
す
る
人
を

よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
住
み
つ
づ
け

た
い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
７
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

及
び
子
育
て
世
代
に
対
す
る
社
会
保

障
関
連
経
費
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
更
新
や
長
寿
命
化
対
策
経
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、「
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育
の
ま

ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働
く
場

所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、「
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康
な
ま

ち
」
を
目
指
し
た
、
４
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
柱
に
資
す
る
事
業
費
も
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
こ
こ
数
年
予
想
を
超
え
る

寄
附
を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企

業
誘
致
や
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
地
域
雇
用
の
創
出
や
定
住

人
口
の
増
加
等
に
よ
る
積
極
的
な
歳

入
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
事
業

実
施
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積

立
し
た
基
金
を
活
用
し
て
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ
る「
人

が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み
た

い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
必
要
と
な
る

行
財
政
改
革
の
取
組
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
重
点
的
に
予
算
配
分
す
る
事

業
の
財
源
確
保
及
び
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
事
務
量
の
適
正
化
な
ど
、
事

業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
に
よ
り
、

飯
塚
市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅

力
あ
る「
元
気
な
飯
塚
市
」
を
目
指

し
ま
す
。
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令
和
７
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
を
は

じ
め
と
す
る
世
界
的
な
物
価
高
騰
、

深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て
、
生
活
応
援

ク
ー
ポ
ン
の
再
発
行
に
よ
る
市
民
生

活
の
応
援
と
消
費
喚
起
に
よ
る
市
内

事
業
者
の
支
援
、
第
２
子
以
降
保
育

料
の
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
等

に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
運
送
業

や
農
業
者
等
の
地
場
産
業
へ
の
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

な
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
額
が
４
年
連
続
で
県
内
１
位
、

全
国
で
９
位
と
な
る
な
ど
、
本
市
の

魅
力
を
多
く
の
方
々
に
広
く
発
信
し

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
市
制
20
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
す
べ
て
の
飯

塚
市
民
と
そ
の
未
来
の
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
市
政
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
進
化
、
発
展
さ
せ
、
引
き

続
き
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育

む
教
育
の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地

元
に
働
く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま

ち
」、「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な

健
康
な
ま
ち
」
の
４
つ
の
ま
ち
づ
く

り
を
柱
と
し
、
都
市
目
標
像
で
あ
る

「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み

た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
飯
塚
市
の
価
値
を

高
め
、
魅
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
人
権
問

題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
の
課
題
や
成
果
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
及

び「
第
３
次
飯
塚
市
人
権
教
育・
啓
発

実
施
計
画
」
に
沿
っ
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
啓
発
講

座
等
を
通
じ
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
、Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
支

援
の
更
な
る
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体・
地
域
活
動
団
体

等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
確
立
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
意
向
や
人
材
の

確
保
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
、
公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

申
請
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推

進
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
か
つ
積

極
的
に
活
用
し
て
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
的
確
か
つ
迅
速
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
発
信
に
向

け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
お
い
て
本
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
肥
大
化
す
る
事
務
事
業

の
総
点
検
に
よ
る
事
業
の
整
理
統

合
、
一
時
凍
結
や
縮
小
廃
止
と
と
も

に
、
受
益
者
負
担
等
の
見
直
し
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　
将
来
の
人
口
規
模
や
財
政
状
況
に

応
じ
た
計
画
的
な
維
持
管
理
や
適
正

配
置
に
取
り
組
む
べ
く
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間
へ

の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容
を

見
直
し
、
引
き
続
き
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
測
定
機
器
を
活
用
し
た
健

康
教
育・
健
康
相
談
を
実
施
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

■
保
健・
医
療
の
充
実
と
連
携

　
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
国

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行

動
計
画
を
踏
ま
え「
飯
塚
市
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
受
診
結
果
に
基
づ
き
、
生

活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予
防
を
図

り
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
国
保

財
政
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

機
能
の
分
化・
連
携
を
強
化
し
、
地

域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の

提
供
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
能
力
に

応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
充
実・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努

め
、
必
要
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
し
た
介
護
給
付
の
適

正
化
や
公
平
公
正
な
介
護
認
定
の
推

進
、
保
険
財
政
の
健
全
運
営
な
ど
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険
制

度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
介
護
予
防・
フ
レ
イ
ル

予
防
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
、
認
知
症
施
策
や
高
齢
者
虐
待

防
止・
権
利
擁
護
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的・
身
体
的

な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進・
事

業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア
プ

ロ
―
チ
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を
継
続

し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的・
身
体
的
な
支
援

と
し
て
、
病
児・
病
後
児
や
緊
急
時

に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

私
立
保
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
定

員
増
の
た
め
の
施
設
整
備
等
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
団
体
や
飯
塚
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
等
を
運
営
す
る
団
体
を
支
援

し
、
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
ど
も
施
策
を
推
進
す

る
取
組
と
し
て
、
こ
ど
も
審
議
会
を

設
置
し
、
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
審

議・
検
討
を
行
う
機
能
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
本
市
職
員
の
子
育
て
参

加
促
進
に
向
け
た
特
別
休
暇
の
拡
充

と
取
得
を
率
先
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
市
内
事
業
所
に
お
け
る
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
学
校
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
遊

び
や
生
活
の
体
験
を
通
し
て
、
生
き

る
た
め
の
知
恵
や
他
者
と
の
関
わ
り

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、安
全・

安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
第
一
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
自
ら
の
意

思
に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
参
加
し
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
制
約
す
る
社
会
的
障
壁
を

除
去
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
や
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
高
齢・
障
が
い・
こ
ど
も・
生
活
困

窮
の
各
分
野
に
お
け
る
複
雑
化・
複

合
化
し
た
地
域
生
活
課
題
に
対
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
一
体
的

な
支
援
を
行
う「
飯
塚
市
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」の
実
施
を
含
め
、

市
民
と
と
も
に
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
制
度
及
び

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
適
切

な
運
用
に
よ
る
効
果
的
な
支
援
を
実

施
し
、
困
難
を
抱
え
る
方
々
に
寄
り

添
い
、
自
立
促
進
に
向
け
た
丁
寧
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
確
保
や

育
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和

６
年
度
に
策
定
し
た「
地
域
計
画
」

の
実
現
に
向
け
て
、
農
地
の
受
け
手

を
幅
広
く
確
保
し
、
農
地
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
農
地
の
集
積・
集
約
化
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
侵
入

防
止
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
農
作
物

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進・

産
業
の
創
出

　
市
内
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
元

企
業
や
地
域
に
お
け
る
大
学
生
の
活

躍
と
地
域
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
や
半
導
体
な
ど
先
端
技

術
分
野
で
の
産
学
連
携
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
労
働
力
確
保
に
寄
与
す

る
た
め
、
外
国
人
材
の
活
用
に
関
し

企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

海
外
販
路
開
拓
に
向
け
た
支
援
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
企
業
立

地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
国
、
県
、
大
学
及
び
金

融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
半
導
体
関

連
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
定
着
を
図

る
た
め
、
市
内
事
業
所
の
採
用
力
の

向
上
や
健
康
経
営
等
の
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
の
事
業

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
地
元
中
小
企

業
の
雇
用
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

場
内
イ
ベ
ン
ト
を
拡
充
さ
せ
、
更
な

る
売
上
の
拡
大
や
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
老
朽
化
し
た
施

設
に
つ
い
て
も
、
集
客
向
上
の
た
め

効
果
的
な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
飯
塚
市
新
規
創
業
支
援
資
金
融
資

制
度
に
よ
り
中
小
企
業
者
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
と
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

の
連
携
に
よ
る
空
き
店
舗
対
策
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
ま
ち

な
か
の
魅
力
向
上
と
情
報
発
信
力
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
商
店
街
や
イ

オ
ン
穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及

び
カ
ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
が

立
地
す
る
周
遊
商
業
エ
リ
ア
間
の
回

遊
性
を
高
め
、
地
域
経
済
の
好
循
環

を
推
進
し
ま
す
。

■
特
産
品
の
振
興

　
優
れ
た
製
品
を「
い
い
づ
か
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
認
定
し
、
認
定
製
品

の
認
知
度
向
上
や
販
路
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
日
の
丸
」
を
初
め

て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染
の

歴
史
や
文
化
を
伝
承
し
、
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て

地
場
産
業
の
振
興・
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の

促
進
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
改
定
し
た「
第
２
次
飯
塚
市
観
光

振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組

を
着
実
に
推
進
し
、
本
市
に
訪
れ
る

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観
光
施
策
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
組
織
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に

向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
国・
県
の
就
労
支
援
機
関
と
連
携

し
中
小
企
業
の
人
材
確
保
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
労
働
問
題

の
解
消
を
図
り
、
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活

用
し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・

リ
ス
キ
ル
教
育
に
取
り
組
み
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
ロ
ー
カ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
柱
と
し
た
、
多
様
な
人
材

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
図
り

ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
地
域
や
企
業
と
の
連
携
の
も
と
体

験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、

児
童
生
徒
が
自
身
の
夢
や
未
来
を
実

現
す
る
力
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
他
の
人
権
を
守
り
、
多
様

性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
が
進
行
す
る
な
か

で
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術

な
ど
の
部
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
、
学
校
部
活
動
の

地
域
連
携
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

移
行
を
段
階
的
に
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
不
登
校
の
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
学
び
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
学
べ
る
環
境
の
整
備
、
チ
ー

ム
学
校
と
し
て
の
支
援
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
べ
る
居
場
所
づ
く
り

の
３
つ
の
取
組
を
重
視
し
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
衛
生
管
理
の
徹
底
と
調
理
業
務
へ

の
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
と
と
も

に
、
親
子
や
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
学
校
給
食
を
通
し
て
食
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
啓

発
事
業
を
実
施
し
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
学
校
に
お
け
る
日
常
的
な
授
業
改

善
や
学
力
向
上
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

の
機
能
化
、
基
礎・
基
本
の
徹
底
推

進
、
教
員
の
人
材
育
成
を
、「
飯
塚

市
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
に
つ
い

て
は
、
利
用
環
境
の
整
備
に
取
り
組

み
、
個
別
最
適
な
学
習
や
協
調
的
な

学
習
へ
活
用
し
、
学
び
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
働

き
方
を
変
革
す
る
教
育
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、小
学
校・

中
学
校
の
円
滑
な
接
続
に
取
り
組

み
、
小
学
校
５
、
６
年
生
と
中
学
校

全
学
年
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
外

国
人
講
師
と
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
通
し
て
、
実
践

的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

だ
れ
で
も 

学
べ
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形
成

を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報
の

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実

施
し
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
学
習

環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
及
び
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
11

月
に
開
設
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
利
活
用
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
推
進
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
し
、
健
康
長
寿
社
会
の

形
成
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス

大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
と
と
も
に
、文
化
団
体
、

教
育
機
関
と
連
携
し
、
相
互
に
協
力

し
合
い
な
が
ら「
魅
力
あ
ふ
れ
る
文

化
芸
術
の
振
興
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
保
存
と
活
用

を
推
進
し
ま
す
。

　
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
、
再
開
に

向
け
た
整
備
を
進
め
、
そ
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
資
料
館
で
は
、
企
画

展
や
歴
史
講
座
を
通
し
て
、
本
市
の

歴
史・
文
化
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入

れ
や
ア
ダ
ル
ト
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
大
人
の
交
流
、
市

内
中
高
生
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
研
修
事
業
を
実
施
し
、

更
な
る
友
好
交
流
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
在
住
外
国
人
が
地
域

か
ら
孤
立
し
な
い
共
生
社
会
を
推
進

す
る
た
め
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る

国
際
理
解
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な

被
災
者
支
援
を
行
う
た
め
、Ｄ
Ｘ
化

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
啓
発
活
動
で
は
、
地
域
で

開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
合

わ
せ
て
防
災
関
連
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
コ
ン
テ

ン
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
頃
か

ら
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
、
遊
水
池
な
ど
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
遠
賀
川
水
系
流

域
治
水
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
推
進
し
て

い
る「
な
が
ら
防
犯
」
団
体
等
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
防

止
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
種

多
様
化
す
る
消
費
者
問
題
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
消
費
者
教
育
の
充
実

や
市
民
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
、消
費
生
活
に
お
け
る
安
全・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
に

あ
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
都
市
の

活
力
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る

た
め
、「
飯
塚
市
立
地
適
正
化
計
画
」

を
改
定
し
、
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市

機
能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を

目
指
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住

宅
の
建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と

し
た
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
施

策
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、
民
間
公
共
交
通
機
関
の

運
行
と
と
も
に
、
利
用
実
態
に
合
わ

せ
た
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
事

業
の
確
保・
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変
更

に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め
ま

す
。

■
道
路
の
整
備

　
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
八
木
山
バ
イ
パ
ス
篠
栗
Ｉ
Ｃ

か
ら
筑
穂
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
一
部
区
間

が
、
令
和
７
年
３
月
に
供
用
開
始
と

な
り
、
今
後
は
穂
波
東
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

全
線
区
間
に
つ
い
て
、
４
車
線
化
の

早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏

へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
の
強
化
を
図
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化

の
実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し

更
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

主
要
交
通
網
の
一
部
で
あ
る
各
路
線

の
整
備
、
完
成
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め

計
画
的
に
点
検・
補
修
を
実
施
し
ま

す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及
び「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
に
基
づ
き
、
急
所
施
設
の
浄
水

場
に
接
続
す
る
基
幹
管
路
で
あ
る
津

原
導
水
管
の
更
新
や
、
重
要
給
水
施

設
管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
利
用
等
に
よ
る

漏
水
調
査
を
実
施
し
、
発
見
困
難
箇

所
を
効
率
的
に
発
見
し
修
繕
す
る
こ

と
で
、
水
道
水
の
安
定
供
給
と
有
収

率
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
汚
水
処
理
構
想
」
及
び「
飯
塚

市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
の
普
及・
促
進

を
図
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
施
設
の
耐
震
化・
改
築
に
つ
い
て

は
、「
飯
塚
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
実
施

し
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
導
入
を
検

討
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
事
業
と
も
に
、
中
長
期

的
視
点
に
た
っ
た
事
業
の
健
全
な
経

営
を
図
る
た
め
、
水
道
施
設
の
統
廃

合
を
含
む
最
適
化
及
び
下
水
道
終
末

処
理
場
の
単
独
で
の
更
新
を
踏
ま
え

た
投
資
財
政
計
画
の
見
直
し
を
含
む

事
業
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
検
討

し
、
次
期
経
営
戦
略
の
改
定
に
向
け

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
気
候
変
動
リ
ス
ク
の
対
応
と
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
問
題
、

環
境
活
動
へ
の
意
識
醸
成
の
取
組
を

進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本

計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、
事
業
者

等
と
協
働・
連
携
し
、
市
全
体
で
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、
そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、
新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、
し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

中
長
期
的
か
つ
広
域
的
な
視
点
に
よ

る
効
果
的
で
効
率
的
な
環
境
衛
生
処

理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
の
潜
在
力
を
引

き
出
し
、
こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
定
住
を
希
望
す
る
人
を

よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
住
み
つ
づ
け

た
い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
７
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

及
び
子
育
て
世
代
に
対
す
る
社
会
保

障
関
連
経
費
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
更
新
や
長
寿
命
化
対
策
経
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、「
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育
の
ま

ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働
く
場

所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、「
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康
な
ま

ち
」
を
目
指
し
た
、
４
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
柱
に
資
す
る
事
業
費
も
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
こ
こ
数
年
予
想
を
超
え
る

寄
附
を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企

業
誘
致
や
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
地
域
雇
用
の
創
出
や
定
住

人
口
の
増
加
等
に
よ
る
積
極
的
な
歳

入
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
事
業

実
施
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積

立
し
た
基
金
を
活
用
し
て
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ
る「
人

が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み
た

い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
必
要
と
な
る

行
財
政
改
革
の
取
組
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
重
点
的
に
予
算
配
分
す
る
事

業
の
財
源
確
保
及
び
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
事
務
量
の
適
正
化
な
ど
、
事

業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
に
よ
り
、

飯
塚
市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅

力
あ
る「
元
気
な
飯
塚
市
」
を
目
指

し
ま
す
。
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令和７年度　施政方針

令
和
７
年
度
　
施
政
方
針

　
昨
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
を
は

じ
め
と
す
る
世
界
的
な
物
価
高
騰
、

深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
地
域
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
本
市
で
は
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て
、
生
活
応
援

ク
ー
ポ
ン
の
再
発
行
に
よ
る
市
民
生

活
の
応
援
と
消
費
喚
起
に
よ
る
市
内

事
業
者
の
支
援
、
第
２
子
以
降
保
育

料
の
無
償
化
に
よ
る
多
子
世
帯
の
負

担
軽
減
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進
等

に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
運
送
業

や
農
業
者
等
の
地
場
産
業
へ
の
支
援

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と

な
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー

プ
ン
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
額
が
４
年
連
続
で
県
内
１
位
、

全
国
で
９
位
と
な
る
な
ど
、
本
市
の

魅
力
を
多
く
の
方
々
に
広
く
発
信
し

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
市
制
20
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
す
べ
て
の
飯

塚
市
民
と
そ
の
未
来
の
た
め
に
、
こ

の
よ
う
な
市
政
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
な
く
、
進
化
、
発
展
さ
せ
、
引
き

続
き
、「
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
育

む
教
育
の
ま
ち
」、「
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地

元
に
働
く
場
所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま

ち
」、「
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な

健
康
な
ま
ち
」
の
４
つ
の
ま
ち
づ
く

り
を
柱
と
し
、
都
市
目
標
像
で
あ
る

「
人
が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み

た
い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
飯
塚
市
の
価
値
を

高
め
、
魅
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

〜
人
権・
市
民
参
画
〜

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
人
権
問

題
市
民
意
識
調
査
の
分
析
等
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
の
課
題
や
成
果
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
飯
塚
市

部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
及

び「
第
３
次
飯
塚
市
人
権
教
育・
啓
発

実
施
計
画
」
に
沿
っ
て
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
人

権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　「
第
２
次
飯
塚
市
男
女
共
同
参
画

後
期
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
啓
発
講

座
等
を
通
じ
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
へ
の
意
識
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等

と
連
携
を
図
り
、Ｄ
Ｖ
被
害
者
等
支

援
の
更
な
る
強
化
に
努
め
ま
す
。

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
市
民
活
動
団
体・
地
域
活
動
団
体

等
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
が

行
わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
確
立
す
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
意
向
や
人
材
の

確
保
な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
及
び

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
法
人
化
に
向

け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

■
情
報
化
の
推
進

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
、
公
共
施
設
の
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約

申
請
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推

進
な
ど
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
か
つ
積

極
的
に
活
用
し
て
、
市
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
市
政
情
報
の
発
信

　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
テ
レ
ビ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体

の
特
性
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
を
必

要
と
す
る
人
に
的
確
か
つ
迅
速
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
発
信
に
向

け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
発
信
者
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
に
お
い
て
本
市
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
す
。

〜
行
政
経
営
〜

■
行
政
経
営

　
本
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
財
政
の
健
全
化
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、
総
力
を
挙
げ
て
行

財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
肥
大
化
す
る
事
務
事
業

の
総
点
検
に
よ
る
事
業
の
整
理
統

合
、
一
時
凍
結
や
縮
小
廃
止
と
と
も

に
、
受
益
者
負
担
等
の
見
直
し
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

■
公
共
施
設
等
の
最
適
化
と
有
効
利

活
用

　
将
来
の
人
口
規
模
や
財
政
状
況
に

応
じ
た
計
画
的
な
維
持
管
理
や
適
正

配
置
に
取
り
組
む
べ
く
、「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。

　
ま
た
、
利
用
計
画
や
利
活
用
策
が

な
い
公
共
施
設
等
の
跡
地・
跡
施
設

及
び
未
利
用
地
に
つ
い
て
、
民
間
へ

の
売
却
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

〜
健
幸・
子
育
て
〜

■
健
幸
都
市
づ
く
り
の
推
進

　「
い
い
づ
か
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
持
続
可
能
な
事
業
規
模
に
内
容
を

見
直
し
、
引
き
続
き
市
民
の
自
主
的

な
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
測
定
機
器
を
活
用
し
た
健

康
教
育・
健
康
相
談
を
実
施
し
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

■
保
健・
医
療
の
充
実
と
連
携

　
感
染
症
へ
の
対
応
に
お
い
て
、
国

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
政
府
行

動
計
画
を
踏
ま
え「
飯
塚
市
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

　
特
定
健
康
診
査
受
診
率
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
受
診
結
果
に
基
づ
き
、
生

活
習
慣
改
善
及
び
重
症
化
予
防
を
図

り
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
の
推

進
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
国
保

財
政
の
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

■
飯
塚
市
立
病
院

　
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
医
療

機
能
の
分
化・
連
携
を
強
化
し
、
地

域
に
お
い
て
切
れ
目
の
な
い
医
療
の

提
供
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に

提
供
す
る
体
制
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

■
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
能
力
に

応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

介
護
予
防
、
住
ま
い
及
び
自
立
し
た

日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
充
実・
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
に
努

め
、
必
要
な
基
盤
整
備
を
進
め
て
い

く
と
と
も
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
チ
ェ
ッ

ク
を
は
じ
め
と
し
た
介
護
給
付
の
適

正
化
や
公
平
公
正
な
介
護
認
定
の
推

進
、
保
険
財
政
の
健
全
運
営
な
ど
、

持
続
可
能
で
安
定
的
な
介
護
保
険
制

度
の
構
築
と
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
そ
の
他
、
介
護
予
防・
フ
レ
イ
ル

予
防
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
、
認
知
症
施
策
や
高
齢
者
虐
待

防
止・
権
利
擁
護
の
取
組
を
推
進
し

ま
す
。

■
子
育
て
支
援
の
推
進・
安
心
し
て

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り

　
経
済
的
支
援
、
精
神
的・
身
体
的

な
支
援
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進・
事

業
所
と
し
て
の
取
組
を
３
つ
の
ア
プ

ロ
―
チ
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
済
的
支
援
と
し
て
、
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
を
継
続

し
ま
す
。

　
次
に
、
精
神
的・
身
体
的
な
支
援

と
し
て
、
病
児・
病
後
児
や
緊
急
時

に
も
対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る

た
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

私
立
保
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
定

員
増
の
た
め
の
施
設
整
備
等
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
団
体
や
飯
塚
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
等
を
運
営
す
る
団
体
を
支
援

し
、
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
ど
も
施
策
を
推
進
す

る
取
組
と
し
て
、
こ
ど
も
審
議
会
を

設
置
し
、
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
審

議・
検
討
を
行
う
機
能
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
本
市
職
員
の
子
育
て
参

加
促
進
に
向
け
た
特
別
休
暇
の
拡
充

と
取
得
を
率
先
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
市
内
事
業
所
に
お
け
る
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

は
、
学
校
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
事

業
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
遊

び
や
生
活
の
体
験
を
通
し
て
、
生
き

る
た
め
の
知
恵
や
他
者
と
の
関
わ
り

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、安
全・

安
心
な
居
場
所
の
充
実
を
第
一
に
取

り
組
み
ま
す
。

■
障
が
い
者
福
祉

　「
第
４
期
飯
塚
市
障
が
い
者
計
画
」

に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が
自
ら
の
意

思
に
基
づ
き
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
参
加
し
、
そ
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
て
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
の
社

会
参
加
を
制
約
す
る
社
会
的
障
壁
を

除
去
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

適
切
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
周
知
や
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

■
地
域
福
祉
の
推
進

　
高
齢・
障
が
い・
こ
ど
も・
生
活
困

窮
の
各
分
野
に
お
け
る
複
雑
化・
複

合
化
し
た
地
域
生
活
課
題
に
対
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
一
体
的

な
支
援
を
行
う「
飯
塚
市
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
」の
実
施
を
含
め
、

市
民
と
と
も
に
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

■
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
生
活
に
困
窮
し
た
方
々
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
制
度
及
び

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
適
切

な
運
用
に
よ
る
効
果
的
な
支
援
を
実

施
し
、
困
難
を
抱
え
る
方
々
に
寄
り

添
い
、
自
立
促
進
に
向
け
た
丁
寧
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

〜
地
域
経
済
〜

■
農
林
業
の
振
興

　
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
認
定
農
業
者
や
新

規
就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
確
保
や

育
成
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
令
和

６
年
度
に
策
定
し
た「
地
域
計
画
」

の
実
現
に
向
け
て
、
農
地
の
受
け
手

を
幅
広
く
確
保
し
、
農
地
バ
ン
ク
を

活
用
し
た
農
地
の
集
積・
集
約
化
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
や
侵
入

防
止
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
農
作
物

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
の
維
持
を
図
る

た
め
、
荒
廃
森
林
及
び
放
置
竹
林
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興
と
創
業
促
進・

産
業
の
創
出

　
市
内
大
学
や
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
元

企
業
や
地
域
に
お
け
る
大
学
生
の
活

躍
と
地
域
課
題
解
決
の
仕
組
み
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
や
半
導
体
な
ど
先
端
技

術
分
野
で
の
産
学
連
携
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
労
働
力
不
足

に
直
面
す
る
中
、
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
労
働
力
確
保
に
寄
与
す

る
た
め
、
外
国
人
材
の
活
用
に
関
し

企
業
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、

海
外
販
路
開
拓
に
向
け
た
支
援
に
よ

り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
企
業
立

地
用
地
の
整
備
や
確
保
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
国
、
県
、
大
学
及
び
金

融
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
半
導
体
関

連
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
人
材
の
確
保
と
定
着
を
図

る
た
め
、
市
内
事
業
所
の
採
用
力
の

向
上
や
健
康
経
営
等
の
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
の
事
業

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
地
元
中
小
企

業
の
雇
用
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

■
公
営
競
技
事
業

　
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

効
果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め

場
内
イ
ベ
ン
ト
を
拡
充
さ
せ
、
更
な

る
売
上
の
拡
大
や
新
規
フ
ァ
ン
の
獲

得
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
老
朽
化
し
た
施

設
に
つ
い
て
も
、
集
客
向
上
の
た
め

効
果
的
な
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

■
商
業
の
振
興

　
飯
塚
市
新
規
創
業
支
援
資
金
融
資

制
度
に
よ
り
中
小
企
業
者
の
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
商
店
街
と
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

の
連
携
に
よ
る
空
き
店
舗
対
策
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
ま
ち

な
か
の
魅
力
向
上
と
情
報
発
信
力
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
商
店
街
や
イ

オ
ン
穂
波
店
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
飯
塚
及

び
カ
ホ
テ
ラ
ス
の
大
型
商
業
施
設
が

立
地
す
る
周
遊
商
業
エ
リ
ア
間
の
回

遊
性
を
高
め
、
地
域
経
済
の
好
循
環

を
推
進
し
ま
す
。

■
特
産
品
の
振
興

　
優
れ
た
製
品
を「
い
い
づ
か
ブ
ラ

ン
ド
」
と
し
て
認
定
し
、
認
定
製
品

の
認
知
度
向
上
や
販
路
拡
大
に
努
め

る
と
と
も
に
、「
日
の
丸
」
を
初
め

て
染
め
た
と
い
わ
れ
る
筑
前
茜
染
の

歴
史
や
文
化
を
伝
承
し
、
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓

発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
し
て

地
場
産
業
の
振
興・
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
情
報
発
信
力
を
活
用

し
、
本
市
の
魅
力
や
特
産
品
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
移
住
定
住
の

促
進
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　
改
定
し
た「
第
２
次
飯
塚
市
観
光

振
興
基
本
計
画
」
に
基
づ
い
た
取
組

を
着
実
に
推
進
し
、
本
市
に
訪
れ
る

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
く

と
と
も
に
、
戦
略
的
な
観
光
施
策
に

よ
る
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く

た
め
の
組
織
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に

向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。

■
就
労
支
援
の
充
実
と
労
働
環
境
の

整
備

　
国・
県
の
就
労
支
援
機
関
と
連
携

し
中
小
企
業
の
人
材
確
保
支
援
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
各
種
労
働
問
題

の
解
消
を
図
り
、
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
労
働
環
境
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等

学
校
及
び
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
一

貫
し
た
人
材
育
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
大
学
の
教
育
リ
ソ
ー
ス
を
活

用
し
た
社
会
人
向
け
リ
カ
レ
ン
ト・

リ
ス
キ
ル
教
育
に
取
り
組
み
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
ロ
ー
カ
ル
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
柱
と
し
た
、
多
様
な
人
材

が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
図
り

ま
す
。

〜
教
育・
文
化
〜

■
学
校
教
育

　
地
域
や
企
業
と
の
連
携
の
も
と
体

験
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、

児
童
生
徒
が
自
身
の
夢
や
未
来
を
実

現
す
る
力
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
自
他
の
人
権
を
守
り
、
多
様

性
を
尊
重
で
き
る
豊
か
な
心
を
育
む

人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
が
進
行
す
る
な
か

で
、
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術

な
ど
の
部
活
動
に
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
け
る
よ
う
、
学
校
部
活
動
の

地
域
連
携
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の

移
行
を
段
階
的
に
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
不
登
校
の
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
、
学
び
た
い
と
思
っ
た

と
き
に
学
べ
る
環
境
の
整
備
、
チ
ー

ム
学
校
と
し
て
の
支
援
、
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
べ
る
居
場
所
づ
く
り

の
３
つ
の
取
組
を
重
視
し
、「
飯
塚

市
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
い
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

■
学
校
給
食

　
衛
生
管
理
の
徹
底
と
調
理
業
務
へ

の
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
と
と
も

に
、
親
子
や
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
、
学
校
給
食
を
通
し
て
食
に

つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
啓

発
事
業
を
実
施
し
、
積
極
的
に
食
育

を
推
進
し
ま
す
。

■
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進

　
学
校
に
お
け
る
日
常
的
な
授
業
改

善
や
学
力
向
上
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル

の
機
能
化
、
基
礎・
基
本
の
徹
底
推

進
、
教
員
の
人
材
育
成
を
、「
飯
塚

市
学
力
向
上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
総
合
的
、
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
に
つ
い

て
は
、
利
用
環
境
の
整
備
に
取
り
組

み
、
個
別
最
適
な
学
習
や
協
調
的
な

学
習
へ
活
用
し
、
学
び
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
働

き
方
を
変
革
す
る
教
育
Ｄ
Ｘ
を
推
進

し
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、小
学
校・

中
学
校
の
円
滑
な
接
続
に
取
り
組

み
、
小
学
校
５
、
６
年
生
と
中
学
校

全
学
年
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
外

国
人
講
師
と
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を

取
り
入
れ
た
授
業
を
通
し
て
、
実
践

的
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

た
学
習
環
境
の
整
備
と
特
別
支
援
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
の
振
興

　「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

だ
れ
で
も 

学
べ
る
環
境
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

あ
ら
ゆ
る
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
形
成

を
支
援
す
る
学
び
の
機
会
や
情
報
の

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
を
実

施
し
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
学
習

環
境
の
確
保
を
推
進
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
飯
塚
市
総
合
体
育
館
を
中
心
に
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加
及
び
地
域
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
令
和
６
年
11

月
に
開
設
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
の
利
活
用
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
推
進
な
ど
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
促
進
し
、
健
康
長
寿
社
会
の

形
成
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し

ま
す
。

　
ま
た
、
飯
塚
国
際
車
い
す
テ
ニ
ス

大
会
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
の
認
知
度
向
上
に
努
め
ま

す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　「
飯
塚
市
文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
文
化
の
担
い
手

で
あ
る
市
民
と
と
も
に
、文
化
団
体
、

教
育
機
関
と
連
携
し
、
相
互
に
協
力

し
合
い
な
が
ら「
魅
力
あ
ふ
れ
る
文

化
芸
術
の
振
興
」
に
努
め
ま
す
。

■
文
化
財
保
護

　
旧
伊
藤
伝
右
衛
門
邸
等
の
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
適
切
な
保
存
と
活
用

を
推
進
し
ま
す
。

　
嘉
穂
劇
場
に
つ
い
て
は
、
再
開
に

向
け
た
整
備
を
進
め
、
そ
の
活
用
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歴
史
資
料
館
で
は
、
企
画

展
や
歴
史
講
座
を
通
し
て
、
本
市
の

歴
史・
文
化
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

■
国
際
交
流・
多
文
化
共
生
の
推
進

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
サ
ニ
ー

ベ
ー
ル
市
か
ら
の
中
高
生
の
受
け
入

れ
や
ア
ダ
ル
ト
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
大
人
の
交
流
、
市

内
中
高
生
を
対
象
と
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
研
修
事
業
を
実
施
し
、

更
な
る
友
好
交
流
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
在
住
外
国
人
が
地
域

か
ら
孤
立
し
な
い
共
生
社
会
を
推
進

す
る
た
め
、
国
際
交
流
事
業
や
日
本

語
教
室
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る

国
際
理
解
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

〜
都
市
基
盤・
生
活
基
盤
〜

■
災
害・
減
災
対
策
の
充
実

　
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

災
害
発
生
時
の
迅
速
か
つ
効
率
的
な

被
災
者
支
援
を
行
う
た
め
、Ｄ
Ｘ
化

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
啓
発
活
動
で
は
、
地
域
で

開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
に
合

わ
せ
て
防
災
関
連
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
コ
ン
テ

ン
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
頃
か

ら
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
啓
発

を
推
進
し
ま
す
。

　
浸
水
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
防
災（
浸
水
）
対
策
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
排
水
ポ

ン
プ
場
、
遊
水
池
な
ど
の
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
国・
県・
市
で
緊

密
な
連
携
を
図
り
、
遠
賀
川
水
系
流

域
治
水
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
生
活
安
全
の
向
上

　
安
全・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
警
察
等
関
係
機
関
と
連

携
し
、
地
域
防
犯
体
制
の
強
化
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
県
が
推
進
し
て

い
る「
な
が
ら
防
犯
」
団
体
等
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
防

止
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
様
々
な
機
会
を
活
用
し
、
啓
発

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
消
費
者
行
政
に
つ
い
て
は
、
多
種

多
様
化
す
る
消
費
者
問
題
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
消
費
者
教
育
の
充
実

や
市
民
意
識
向
上
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
推
進
し
、
関
係
機
関
等
と
連
携

を
図
り
、消
費
生
活
に
お
け
る
安
全・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

■
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進

　
人
口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
に

あ
っ
て
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
都
市
の

活
力
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す
る

た
め
、「
飯
塚
市
立
地
適
正
化
計
画
」

を
改
定
し
、
暮
ら
し
に
必
要
な
都
市

機
能
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
菰
田・
堀
池
地
区
活
性
化
に
つ
い

て
は
、「
飯
塚
駅
周
辺
地
区
整
備
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
駅
舎
、
自
由

通
路
、
駅
前
広
場
な
ど
の
整
備
を
進

め
、
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
づ
く
り
を

総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

■
定
住
環
境
の
充
実

　
安
全
で
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を

目
指
し
、
老
朽
化
が
著
し
い
市
営
住

宅
の
建
替
え
や
長
寿
命
化
を
目
的
と

し
た
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
空
家
等
対
策
計
画
」に
基
づ
き
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
生

活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
各
種
施

策
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　「
飯
塚
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、
民
間
公
共
交
通
機
関
の

運
行
と
と
も
に
、
利
用
実
態
に
合
わ

せ
た
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
運
行
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
公
共
交
通
事

業
の
確
保・
維
持
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
公
園
の
整
備

　「
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
及

び「
飯
塚
市
公
園
等
ス
ト
ッ
ク
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
公
園
施
設
の
安

全
性
の
確
保
、
長
期
的
に
安
定
し
た

維
持
管
理
や
公
園
機
能
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
適
正
配
置
や
用
途
変
更

に
伴
う
効
率
的
な
利
活
用
に
努
め
ま

す
。

■
道
路
の
整
備

　
主
要
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
八
木
山
バ
イ
パ
ス
篠
栗
Ｉ
Ｃ

か
ら
筑
穂
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
一
部
区
間

が
、
令
和
７
年
３
月
に
供
用
開
始
と

な
り
、
今
後
は
穂
波
東
Ｉ
Ｃ
ま
で
の

全
線
区
間
に
つ
い
て
、
４
車
線
化
の

早
期
完
成
を
推
進
し
、
福
岡
都
市
圏

へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
渋
滞
解
消
を

進
め
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
へ

の
交
通
網
の
強
化
を
図
る
た
め
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ
ル
ラ
ン
プ
化

の
実
現
に
向
け
て
、
国
や
県
に
対
し

更
な
る
要
望
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
県
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

主
要
交
通
網
の
一
部
で
あ
る
各
路
線

の
整
備
、
完
成
に
向
け
た
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

　
市
道
及
び
農
業
施
設
等
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め

計
画
的
に
点
検・
補
修
を
実
施
し
ま

す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
新
飯
塚
潤
野
線
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

■
上
下
水
道
の
整
備

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯
塚

市
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
及
び「
飯

塚
市
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計

画
」
に
基
づ
き
、
急
所
施
設
の
浄
水

場
に
接
続
す
る
基
幹
管
路
で
あ
る
津

原
導
水
管
の
更
新
や
、
重
要
給
水
施

設
管
路
の
更
新
を
継
続
的
に
実
施
し

ま
す
。

　
ま
た
、
人
工
衛
星
利
用
等
に
よ
る

漏
水
調
査
を
実
施
し
、
発
見
困
難
箇

所
を
効
率
的
に
発
見
し
修
繕
す
る
こ

と
で
、
水
道
水
の
安
定
供
給
と
有
収

率
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、「
飯

塚
市
汚
水
処
理
構
想
」
及
び「
飯
塚

市
公
共
下
水
道
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
の
普
及・
促
進

を
図
り
、
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

　
施
設
の
耐
震
化・
改
築
に
つ
い
て

は
、「
飯
塚
市
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」
に
基
づ
き
実
施

し
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
導
入
を
検

討
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
事
業
と
も
に
、
中
長
期

的
視
点
に
た
っ
た
事
業
の
健
全
な
経

営
を
図
る
た
め
、
水
道
施
設
の
統
廃

合
を
含
む
最
適
化
及
び
下
水
道
終
末

処
理
場
の
単
独
で
の
更
新
を
踏
ま
え

た
投
資
財
政
計
画
の
見
直
し
を
含
む

事
業
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
検
討

し
、
次
期
経
営
戦
略
の
改
定
に
向
け

た
取
組
を
進
め
ま
す
。

〜
自
然
環
境
〜

■
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
気
候
変
動
リ
ス
ク
の
対
応
と
し
て

地
球
温
暖
化
対
策
及
び
環
境
問
題
、

環
境
活
動
へ
の
意
識
醸
成
の
取
組
を

進
め
、「
第
３
次
飯
塚
市
環
境
基
本

計
画
」
に
掲
げ
る
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
て
、
市
民
、
団
体
、
事
業
者

等
と
協
働・
連
携
し
、
市
全
体
で
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
今
後
の
環
境
施
設
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
ふ
く
お
か
県
央
環
境
広
域

施
設
組
合
と
、
そ
の
構
成
市
町
に
お

い
て
連
携
し
、
新
た
な
ご
み
処
理
施

設
の
建
設
、
し
尿
処
理
施
設
及
び
火

葬
場
の
各
施
設
の
改
築
や
更
新
等
、

中
長
期
的
か
つ
広
域
的
な
視
点
に
よ

る
効
果
的
で
効
率
的
な
環
境
衛
生
処

理
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
と
と
も
に
、
本
市
の
潜
在
力
を
引

き
出
し
、
こ
れ
ら
施
策
を
確
実
に
進

め
る
こ
と
で
定
住
を
希
望
す
る
人
を

よ
り
多
く
呼
び
込
み
、
住
み
つ
づ
け

た
い
ま
ち
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　
以
上
が
、
令
和
７
年
度
の
主
な
施

策
で
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

歳
出
で
は
、
市
民
生
活
の
安
心
と
地

域
経
済
の
回
復
に
つ
な
が
る
施
策
の

推
進
経
費
や
、
高
齢
者
、
障
が
い
者

及
び
子
育
て
世
代
に
対
す
る
社
会
保

障
関
連
経
費
、
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
更
新
や
長
寿
命
化
対
策
経
費
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、「
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
育
む
教
育
の
ま

ち
」、「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
」、「
地
元
に
働
く
場

所
が
あ
る
活
力
あ
る
ま
ち
」、「
文
化

や
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
健
康
な
ま

ち
」
を
目
指
し
た
、
４
つ
の
ま
ち
づ

く
り
の
柱
に
資
す
る
事
業
費
も
確
保

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
歳
入
で
は
、
全
国
の
皆
様

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
こ
こ
数
年
予
想
を
超
え
る

寄
附
を
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ
く
り
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、
近
年
の
企

業
誘
致
や
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
地
域
雇
用
の
創
出
や
定
住

人
口
の
増
加
等
に
よ
る
積
極
的
な
歳

入
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
事
業

実
施
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
積

立
し
た
基
金
を
活
用
し
て
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
総

合
計
画
の
都
市
目
標
像
で
あ
る「
人

が
輝
き 

ま
ち
が
飛
躍
す
る 

住
み
た

い
ま
ち 

住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
必
要
と
な
る

行
財
政
改
革
の
取
組
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
重
点
的
に
予
算
配
分
す
る
事

業
の
財
源
確
保
及
び
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
事
務
量
の
適
正
化
な
ど
、
事

業
の
選
択
と
集
中
の
徹
底
に
よ
り
、

飯
塚
市
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
、
魅

力
あ
る「
元
気
な
飯
塚
市
」
を
目
指

し
ま
す
。予算額については、

○一般会計・・・・・852億 6,400万円
○特別会計・・・・・556億 3,920万 3千円
○企業会計・・・・・ 97億 2,173万1千円
総額1,506億 2,493万4千円を計上しています。
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ニセの投資話等を持ち掛ける

SNS型投資・ロマンス詐欺に注意！

絶対儲かる

あなただけ

元本保証

あなたの夢を
　　　手助けしたい

投資しませんか？

すぐ返すので、
お金を肩代わりして

●SNS・インターネット上の投資話に、注意しましょう。
●SNSを通じた投資話のもちかけや投資関連のグループトークへの勧誘に
　注意しましょう。
●著名人になりすました SNS上の広告が、
　被害の入り口になっています。
●「絶対儲かる」「元本保証」という話は詐欺です。
●面識のない人からお金の話が出たら詐欺を疑いましょう。

予防のポイント

福岡県警察本部・福岡県飯塚警察署
福岡県警ホームページ

詳しくはこちら

著名人
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市民交流プラザ 4 月イベント あいタウン２階（☎0948-21-6711）
毎週水曜日休館

5日土
19日土

6日日

7日月

8日火
22日火

8日火

10日木

13日日

20日日

英語で楽しく話しませんか
／14時～16時
バラ講座
／13時半～15時半
ペットボトルで野菜を育ててみませんか
／13時～15時
遺言・相続等よろず相談
／10時～13時
パソコン・スマホ初級質問会
／10時半～12時半
行政相談
／13時～15時
パソコンつなごう会（ゆうゆうコース）

／13時～16時
パソコンつなごう会（スマ・タブ研修会）

／13時～16時

名称／時間日 内容／問合せ先
自分の考えを限られた時間内に英語で伝える練習。
見学無料
／飯塚トーストマスターズ 荒川（☎090・6429・5379）

バラの育て方からバラ庭の作り方。資料代 500円
／宮川ローズガーデンクラブ（☎090・2513・9544）

ペットボトルでいろんな野菜を育ててみませんか？
材料代 100円
／ペットボトルベジ　坂口（☎090・8622・8601）

遺言・相続等の心配事や手続きについての専門家による無料相談。
予約不要（先着順）
／飯塚市高齢者あんしんサポート 松岡（☎0948・26・0555）

パソコン・スマホ初級者質問会。要予約。無料
／楽々パソコン 高松（☎090・4775・0395）

行政に関する苦情、意見、ご要望などご相談ください。
／市民活動支援課（☎0948・96・8259）

パソコンゆうゆうコース！地図入りイベントのお知らせチラシを
作成しよう！！パソコンは持参。資料代 500円
／パソコンつなごう会 三上（☎0948・28・7860）

シニアとミセスの為のスマホ・タブレット研修会！スマ・タブの為になる
動画・画像をいろいろ楽しもう！！スマホ・タブレットは持参。資料代 500円
／パソコンつなごう会　三上（☎0948・28・7860）

無
料
相
談
コ
ー
ナ
ー（
4
月
）

女
性
の
た
め
の

人
権
に
つ
い
て

3日・10日木　17時 15分～19時
17日・24日木　17時 15分～20時
 
10日・24日木　13時～16時 

2日・9日・16日・23日水　13時～16時 

2日水　10時～12時 

17日木　10時～12時 

10日木　13時～15時 

16日水　13時～15時 

平日 13時～16時 
毎週木曜日 17時～19時 

25日金　13時～16時 

17日木　13時～16時（相談時間 30分） 

15日火　13時～16時 

8日・22日火
10時～正午、13時～16時

12日土　13時半～16時 

3日・17日木

14日・28日月

平日 8時半～17時 15分 
平日 8時半～17時 

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

イイヅカ
コミュニティセンター

市民交流プラザ

飯塚市役所本庁

飯塚法律相談センター(☎0948-28-7555)

飯塚市役所本庁

飯塚市役所本庁

福岡法務局　飯塚支局

飯塚市役所本庁 5階
北会議室

立岩交流センター

サン・アビリティーズ
いいづか
筑穂人権啓発センター
穂波人権啓発センター
庄内交流センター別館
頴田交流センター
飯塚市役所本庁 4階
NPO法人人権ネットいいづか

税務課 (☎内線 1062～1068)
納税係直通 (☎0948-22-5525)

男女共同参画推進センター
サンクス
(☎0948-22-7058)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

市民活動支援課
(☎0948-96-8259)

法テラス福岡
(☎050-3383-5502)

国際政策課
(☎0948-96-8507)
直方年金事務所
(☎0949-22-0891)
いずみ会
(☎090-5386-4116)

人権・同和政策課
人権相談ダイヤル
☎　0948-43-4764
FAX 0948-23-7048

☎/FAX　0948-24-7582

不要

要

優先

要

要

不要

要

不要

要

不要

要

不要

不要

要
不要

人権相談出張窓口

人権相談

夜間納税相談

法律相談

行政相談

法律相談

くらしの手続き無料相談会

法テラス無料法律相談会

専門家による外国人無料相談会

年金相談
精神障がい者家族相談員による相談会

一般相談
職場の悩み相談

(納付受付、口座振替、納税に関する相談など)

(行政に関する苦情、意見・要望など )

※年度 (4～3月 )で 1人 1回 30分

※年度(4～3月)で
　1人 1回 30分

(相続、離婚、借金、交通事故など )

(成年後見制度、相続、官公庁署への許認可申請手続など )

（※予約の電話の際に要件等を確認します）

(外国人ビザ、雇用、国際結婚など )

女性弁護士
による

女性相談員
による

女性相談員
による

就業支援相談女性相談員
による

相談内容 とき ところ 申込み・問合せ予約

10時～正午
14時～16時
10時～正午
14時～16時



26

067

IIZUKA 2025.4 No.229

市内で行われたイベントや
活動などを掲載しています。

ジュニアラグビー全国大会出場結果を報告
　ジュニアラグビーに所属する嘉穂附属中学校 3年生の
野口太河志さんと穂波東中学校 2年生の松田杏さんが
全国大会に出場し、２月１９日に市役所を訪問、武井市
長と桑原教育長に結果報告を行いました。2人からは大
会の感想と今後の抱負を頼もしく語っていただきまし
た。

羽ばたけ第38期！オートレース新人選手が来庁
　１月２４日、飯塚オートレース場に配属となった第３８
期新人選手 4名が武井市長を表敬訪問しました。
　全日本オートレース選手会からはふるさと納税応援寄
附金（48万２千円）をいただくこととなり、西日本支部
の有吉支部長より武井市長に目録が渡されました。

学校給食体験イベントが開催されました
　2月２３日、市内小中学校の子どもたちが毎日食べて
いる給食を試食できる「第１２回学校給食体験イベント」
が鎮西交流センターで開催され、参加者１０３名が麻婆
豆腐等の給食を美味しく味わいました。
　試食会のほかにも、食品模型の展示コーナー、バター
作り体験コーナーなどの催しが行われ、鎮西交流セン
ターでは幸せな日曜日の給食の時間が流れていました。

自分のまちを見て食べて遊んで知る！
「みんなのまちづくりフェスタ2025」が開催

　２月２３日、「みんなのまちづくりフェスタ 2025」が
庄内交流センターで開催され、昨年を超える千人以上の
方が来場しました。
　各地区まちづくり協議会などの企画した物販・飲食
ブース、マルシェ、キッチンカーが集結し、会場は多く
の来場者の笑顔であふれていました。

飯塚市内で撮影した風景写真を募集します。

日が昇る頃　関の山の麓
撮影場所 : 綱分　撮影時期 : 令和7年2月25日
撮 影  者：近藤 展弘



「文部科学大臣優秀教員表彰」を受賞
　1月３１日、飯塚市立若菜小学校主幹教諭の末吉優子
さんが、若菜小学校の伊東校長と共に市役所を訪れ、
桑原教育長に喜びの報告を行いました。

「公益社団法人日本 PTA全国協議会会長表彰
(個人 )」を受賞

　1月２９日、飯塚市在住の熊本友和さんが市役所を訪
れ、桑原教育長に喜びの報告を行いました。

「電話お願い手帳」を寄贈いただきました
　2月１９日、NTT西日本北九州支店から人の優しさが
繋ぐコミュニケーションツールである「電話お願い手帳」
を５０冊寄贈いただくこととなり、支店長の鬼丸様より
武井市長に目録が渡されました。

市内 29校の小中学校に図書が寄贈されました
　1月２７日、スタートアップポップコーン株式会社様か
ら同社監修の図書「会社づくりのしくみ」が代表取締役
CEO澤田聖士様より寄贈され、桑原教育長に図書が渡
されました。
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4 月

◆定員：８人(先着順)
◆受付：誕生日月前月1日8時半～
           　　　　　　1週間後の17時まで
※1日が土・日・祝日・年末年始の場合は、翌開庁日から
   1週間後の 17時まで。
※写真は紙面に合わせ適宜トリミングを行います。
   ご了承ください。

電子申請（QRコード）にて
お申込みください。
問合せ　情報管理課情報発信係
（☎0948-96-8541）

 

谷
口
　成
ち
ゃ
ん

た
に
ぐ
ち
　な
る

潤野

お誕生日おめでとう！幸せな毎日と癒しを
ありがとう♡とっても大好きだよ♡

12日  

梅
野
　七
翔
ち
ゃ
ん

う
め
の
　  

な
な
と

立岩

お誕生日おめでとう！いつも癒しをありが
とう♡たくさん食べて元気に育ってね☆

17日  

佐
藤
　蒼
ち
ゃ
ん

さ
と
う
　あ
お
い

新飯塚

お誕生日おめでとう！いつも沢山の癒しを
ありがとう！これからも元気に育ってね♡

23日

 

小
田
　好
桜
ち
ゃ
ん

 

お 

だ      

こ
は
る

目尾

1歳のお誕生日おめでとう！元気いっぱい、
すくすく育ってね (*^^*)

8日  

右
田
　結
月
希
ち
ゃ
ん

み
ぎ
た
　   

ゆ
づ
き

天道

ゆづちゃん、誕生日おめでとう。初めての
女の子、パパはメロメロです。大好きだよ。

9日



■三菱エコキュート ３７０Ｌ

40.7万円（税込）

（税込）※工事費はエコキュートからエコ
　キュートに取替をした場合です

★搬入・設備工事・電気工事・既設撤去処分全て含む

まずはお気
軽に

お電話を
!!

メーカー希望小売価格
1,301,850 円（税込）

■営業所 / 直方・福岡・北九州・唐津　　☎０９４８－２２－２１１９
   龍王ガス株式会社

フルオート ＳＲＴ－Ｓ３７6Ａ
浴室・台所リモコン・脚部カバー付

取替えまで
ガス給湯器で
対応します !

故障
しても

工事費
目安 7.7～9.9万円
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家・納屋 解体
造成工事


